
このたびは、パナソニックレーザー普通紙ファクシミリをお買い上げいただき、まことにありがとうございました。
　保証書別添付　
■ 取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
■ 特に「安全上のご注意」（  7～11ページ）は、ご使用前に必ず
お読みいただき、安全にお使いください。
お読みになったあとは、大切に保管し、必要なときにお読みください。

■ 保証書は、「お買い上げ日・販売店名」などの記入を必ず確かめ、販売
店からお受け取りください。
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コピー機として 

・ 原稿サイズ   ：はがき～A4  
 コピーサイズ：はがき～A4  
・ 精細写真原稿から文字原稿まで、原稿 
の種類に応じたコピーができます。 

ネットワーク 
プリンターとして 

・ オフィス内ネットワークの共有プリンター 
 （600dpi）として使用できます。 

ファクス機として 

・ G3通信（ファクス）機として使用できま
す。 

・ 更に、便利なインターネットFAXやEメー
ル機能を標準装備しています。 

ネットワーク 
スキャナーとして 

・ カラー／モノクロネットワークイメ
ージスキャナーとして使用できます。 

 （モノクロ：600dpi、カラー：300dpi） 

アプリケーションソフト 

・ 装置設定、ステータスモニター、Document 
Management System等の機能を標準ソフトウ
ェアとして添付しています。このソフトウェアによ
り、上記の機能を更に便利に使用できます。 

はじめに
オフィスにピッタリ、1 台5 役＋αです

本機の取扱説明書は、〈本体管理／コピー／ネットワークスキャナー編〉と〈G3通信／インターネットFAX／
Eメール編〉を各印刷物にて、〈プリンター編／Document Management System編〉を別添付のCDにて
提供しています。

本体管理／コピー／ 本機の共通操作（用紙／トナー補給、紙づまり処置方法、各種ファ
ネットワークスキャナー編〈本書〉 ンクション設定など）とコピーやネットワークスキャナーの操作

について説明をしています。

G3通信／ ファクス機能、インターネットFAX機能やEメール機能の使い
インターネットFAX／Eメール編 かたについて説明しています。

プリンター編／ プリンター、アドレス帳、装置設定、ステータスモニター、
Document Management System編 Document Management System機能の使いかたや、困った
（CD） ときの対処方法などを検索が便利なCDで説明しています。

取扱説明書の構成
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本書の説明はMicrosoft® Windows® 98 日本語版、Microsoft® Windows® Me 日本語版、
Microsoft® Windows® 2000 日本語版、Microsoft® Windows NT® 4.0 日本語版、
Microsoft® Windows® XP 日本語版およびMicrosoft® Windows ServerTM 2003 日本語版を前提として表記して
います。
Microsoft 、Windows 、Windows NT、Windows Server

： 米国マイクロソフト社の米国およびその他の国における登録商標です。
その他記載されている会社名、商品名は各社の商標または商標登録です。

本取扱説明書の概要
■操作目的別に本書の概要を記載しています。

ご使用のまえに

コピー
（基本モード／便利な機能）

ファンクション設定モード

印刷ができないとき／
異常と思われるとき

その他

ネットワークスキャナー

●安全上のご注意 （ 7～11ページ）
●取扱上のお願い （ 12、13ページ）
●ご使用のまえに （ 14ページ）
●各部の名前と働き（外観／コントロールパネル部
等について） （ 15～18ページ）

●異常／エラー表示一覧 （ 19ページ）
●用紙・トナーの補給、紙づまり処置方法

（ 20～25ページ）
●電池交換/日付・時刻表示の調整のしかた

（ 26、27ページ）
●異常と思われるときの確認・処置方法

（ 28、29ページ）

本機各機能の初期設定値の変更方法
●コピー、プリンター、スキャナー機能毎に、一般
用、キーオペレーター専用それぞれの設定内容に
ついて （ 30～41ページ）

●ファクス／インターネットFAX／Eメール機能に
ついては、別添付の取扱説明書（G3通信／インター
ネットFAX／Eメール編）を参照してください。

●コピー機能毎の操作方法（ 42～53ページ）

●仕様、アフターサービス、オプション、消耗品等に
ついて （ 66～69ページ）

●ネットワークスキャナー機能について
（ 54～65ページ）
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● コピー機能...........................................................................................................................................34
● プリンター機能 ...................................................................................................................................36
● スキャナー機能 ...................................................................................................................................37

■ キーオペレーター（管理者）専用のパスワードが必要な設定モード
● 共通機能...............................................................................................................................................32
● コピー機能...........................................................................................................................................35
● プリンター機能 ...................................................................................................................................37

■ 設定のしかた（例）..................................................................................................................................38
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もくじ

コピー編

基本モード ■ 操作早見表（基本操作）...........................................................................................................................42
■ 原稿サイズと同じサイズでコピーしたいとき ......................................................................................44
（原稿サイズや原稿種類の選択、コピー濃度の調整等）

■ 複数部コピーを自動丁合いしたいとき..................................................................................................44
■ 固定または任意倍率でコピーしたいとき..............................................................................................44

便利な機能 ■ 片面原稿を両面でコピーしたいとき .......................................................................... ＜1　　2＞ 46
■ 両面原稿を両面または片面でコピーしたいとき .................................＜2　　2＞＜2　　1＞ 46
■ 2枚／4枚の片面原稿を1枚の片面にコピーしたいとき......................................＜Nイン1＞ 48
■ 両面の小さな原稿（A5サイズ以下）を片面ずつ読み取り、片面1枚に並べてコピーしたいとき

.................................................................................................................. <ダブルスカイショット> 50
■ 分厚い本などをADFを開けてコピーしたいとき.............................. ＜スカイショットモード＞ 50
■ 設定したコピーモードを本機に記憶させておきたいとき.............................＜ジョブメモリー＞ 52
■ コピー動作組合わせ表.............................................................................................................................53

ネットワークスキャナー編
■ ネットワークスキャナーを設定したいとき .................................... ＜パソコン名の登録・確認＞ 54
■ イメージを取り込みたいとき ...........................................................................＜読み取り・転送＞ 56
■ パソコンから本機にパソコン名の登録ができないとき........................................ ＜アドレス帳＞ 58
■ 本機に登録されたパソコン情報を変更・削除したいとき.................................... ＜アドレス帳＞ 58
■ 読み取り・転送データ形式などを設定したいとき

.............................................................................. ＜スキャナーパラメーター／セレクトモード＞ 60
■ 読み取ったイメージを他のプリンターで印刷したいとき.............................＜リモートコピー＞ 62
■ ネットワークを経由しないで直接パソコンに取り込みたいとき .................... ＜ローカル接続＞ 64

その他
仕　様.....................................................................................................................................................................................66
アフターサービスについて..................................................................................................................................................68
オプション・用紙・消耗品..................................................................................................................................................69
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安全上のご注意 必ずお守りください

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防ぐため、必ずお守りいただくこ 
とを、次のように説明しています。 

■表示内容を無視して誤った使いかたをした時に生じる危害や損害の程度を、次の表示で区 
　分し、説明しています。 

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」 
内容です。 

この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害のみが発生する 
可能性が想定される」内容です。 

■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。 
　（下記は、絵表示の一例です。） 

この絵表示は、気をつけていただきたい「注意喚起」内容です。 

このような絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。 

このような絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。 
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安全上のご注意
■本体・オプションの取り扱いについて

■ 定格15A・交流  
100Vのコンセント 
を単独で使う 

■ ぬ れ た 手 で 、 電 源 プ 
ラグ の 抜 き 差 しは し 
ない 

■ 同 梱 され た電 源コ ー 
ド は 、 他 の製品 に 使 
用し な い 

他の機 器 と 併 用 す 
ると 、 発熱 に よ る 火 
災の原因 に な り ま 
す。 

感電の原因 に な り 
ます 。 

火災 や感 電 の 原 因 
にな り ま す。 

●  ぬ れ た 手 を よ く ふ い て 電 源 
プラ グ （ 金 属 でない部 分 ） 
を持 っ て く だ さ い 。 

■ 電 源 プ ラ グは 根 元 ま 
で確実 に 差 し 込む 

■  電源 コ ー ド ・ 電源 プ 
ラグ を 破 損 す る よ う 
なこ と は しな い 

■ 電 源 プ ラ グ の ほこ り 
等は 定 期 的 に と る 

差し 込 み が 不 完 全 
です と 、 感電や発 熱 
によ る 火 災 の 原 因 
にな り ま す。 

傷つけたり、加工したり、 
熱器具に近づけたり、無 
理に曲げたり、ねじったり、 
引っ張ったり、重い物を載 
せたり、束ねたりしない。 

プラ グ に ほ こ り 等 
がた ま る と 、 湿気等 
で絶縁 不 良 と な り 、 
火災 の 原 因 に な り 
ます 。 

●  傷 ん だ 電 源 プ ラ グ ・ ゆ る 
んだ コ ン セ ン ト は 使 用 し 
ないで く だ さ い 。 

傷ん だ ま ま 使 用 す 
ると 、 感 電・ シ ョ ー 
ト・ 火 災 の 原 因 に 
なり ま す 。 

●  電 源 プ ラ グ を 抜 き 、 乾 い 
た布でふ いて く だ さ い 。 

●  電 源 コ ー ド や 電 源 プ ラ グ 
の修 理 は 、 サ ー ビ ス実施 
会社 へ ご 相 談 く だ さ い 。 

■ 機 内 に 水 や金 属物 （ク 
リッ プ や ス テ ー プ ル 
針 な ど ） が 入 っ たとき 
は、 す ぐ に 電 源プ ラ グ 
を抜 く 

■ 本 機 （ オ プ シ ョ ン を 
含む） を 分 解 ・ 改 造 
しな い 

■ 発 煙 ・異 臭 ・ 異 音 な 
どの 異 常 が 発 生 し た 
場合 は 、 電源 ス イ ッ 
チを 切 り 電 源 プ ラ グ 
を抜 く 

機 内  の 配  線 が  
ショー ト し て 、 火 
災の原因 に な り 
ます 。 

レーザ ー 光 線 に よ 
る視 力障 害 ､ ま た 
は高 温 部 分や高電 
圧部分 に さ わ る と 
やけど や 感 電 の 原 
因にな り ます 。 

その ま ま 使 用 す る 
と 、 火 災 や感電の原 
因にな り ます 。 

●  電源プラグを抜いて、サービ 
 ス実施会社へご連絡ください。 

●  修 理 は 、 サ ー ビ ス 実 施 会 
社へ ご相 談 く だ さ い 。 

●  使用を中止し、サービス実 
 施会社へご相談ください。 
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安全上のご注意

■ 必 ず 、 ア ース 線 接 続 
を行 う 

■ ア ー ス 線 接 続 は 、 電 
源プラ グ を コ ンセ ン 
トにつ な ぐ 前 に 行 う 。 

 ま  た  、  ア  ー  ス  線 接続 
を外す場 合は 、 電 源 
プラ グを コ ン セ ン ト 
から 抜 い て か ら 行 う 

■ ア ー ス線 は 、 ガス管 ・ 
水道管 や 避 雷 針 な ど 
に接 続 し ない 

感電の原因 に な り 
ます 。 

■ シン ナ ー ・ ガ ソ リ ン な 
どの引火 性 の 高いも の 
の近 く に 設 置 し な い 

■ 電 源 プ ラ グ を 抜 く 
ときは 電 源 コ ー ド を 
引っ 張 ら な い 

■ 雷 が 鳴っ た ら 、本 機 
や電 源プラ グ に触 れ 
ない 

ガソ リ ン などが 発 
火し 火 災 を お こ す 
原因 に な り ま す 。 

コー ド が 傷 つ き 、 火 
災、 感電の原因 に な 
りま す 。 

感電の原因 に な り ま 
す。 

●  移 動 す る と き は 、 サ ー ビ 
ス実 施 会 社 へ ご相談 く だ 
さい 。 

●  電 源 プ ラ グ を 抜 く と き は 、 
必ずプラ グ （ 金 属 でない 
部分） を持 っ て く だ さ い 。 

漏電 し た 場 合 は 、 火 
災 ・ 感電の原因 に 
なり ま す 。 

●  ア ー ス 線 接 続 が で き な い 
場合 は 、 サ ー ビス 実施会 
社へ ご相 談 く だ さ い 。 

接地が不十分だ っ 
たり、 落 雷 な ど に よ 
り 、 火 災 、 感電の原 
因にな り ます 。 

●  移 動 す る と き は 、 サ ー ビ 
ス実 施 会 社 へ ご相談 く だ 
さい 。 

■ 床、 土 台 が 不 安 定 な 
場所 や 振 動 の 激 し い 
場所へ は 設置 し な い 

■ 本 機 の キ ャ ス ター 及 
びア ジ ャ ス タ ー は 固 
定す る 

■ 油煙や湯気や水のかか 
る場所、ほこりの多い 
場所には置かない 

本機 が倒 れ て 、 け 
がをす る 原因 に な 
ること が あ り ま す 。 

動いて、 けがをする 
原因 に な る こ と が 
ありま す 。 

火災 、 感電の原因 に 
なる こ と があ り ま 
す。 

●  移 動 す る と き は 、 サ ー ビ 
ス実 施 会 社 へ ご相談 く だ 
さい 。 

●  移 動 す る と き は 、 サ ー ビ 
ス実 施 会 社 へ ご相談 く だ 
さい 。 

●  移 動 す る と き は 、 サ ー ビ 
ス実 施 会 社 へ ご相談 く だ 
さい 。 
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■ 紙 づ ま り は そ の ま ま 
放置 し な い 

■ 高 温 表 示 部 と そ の 周 
辺に はさわ ら ないよ 
う注 意 す る 

■ 

■ 

鎖 の 長 い ブレ ス レ ッ 
トやネ ッ ク レ スな ど 
をつけて 操 作 しな い 

高温部の紙づまりを 
放置すると紙が発火 
し、火災の原因にな 
ることがあります。 

高温部分 に さ わ る 
とやけど の 原 因に 
なる こ と があ り ま 
す。 

機内 に触 れた り 、 巻 
き込ま れ て 、 感電や 
けがをする原因 に な 
ること が あ り ま す 。 

●  紙 づ ま り は 確 実 に 取 り 除 
いて く だ さ い 。 

●  紙 づ ま り 処 置 な ど で 内 部 
をさわる と き は、 十 分 に注 
意し てくだ さ い 。 

●  万一事故がおきたときは、電 
 源プラグを抜き、サービス実 
 施会社へご連絡ください。 

■ 動 作 中 に 光 源 ラ ン プ 
を直 視 し ない 

■ 本 機 の 通 風 孔 を ふ さ 
がない 

■ 取扱説明 書 で 指示 が な 
い部 分は操 作 し な い 

ラン プ の 光 に よ り 、 
目を 傷 め る 原 因に 
なる こ と があ り ま 
す。 

機内 に熱が こ も り 
火災 の 原 因 に な る 
こと が あ り ま す 。 

高温部分や 突 起の 
ある部 品 に さ わる 
とやけど やけ が を 
する原 因 になる こ 
とが あ り ます 。 

●  内 部 を さ わ るとき は 、十 
分に注 意 して く だ さ い 。 

■ 本 機 に重 いものを置 
いた り 、 乗 っ た り 、 
トレ イ な ど に 体 重 を 
かけた り しない 

■ 原稿台 （ ガ ラ ス ） に 衝 
撃を与え た り 、 重 い 
ものを 載 せた り し な 
い 

■ エラー(E#-##)表示を 
したときや、異音など異 
常な動作をしたときは、 
必ず電源プラグを抜く 

物が 落 下 し た り 、 転 
んだ り 、 落ち て け が 
をする原因 に なる 
こと が あ り ま す 。 

ガラ スが 割れ て け 
がをす る 原因 に な 
ること が あ り ま す 。 

火 災 、 感電の原因 に 
なる こ と があ り ま 
す。 

●  ガラスが割れたときは、電 
 源プラグを抜いてサービス 
 実施会社へご連絡ください。 

●  （ E#-##） は数 字を確認 （メ 
モ） して、 サ ー ビ ス 実 施 会 
社へ ご連絡 く だ さ い 。 

■ 電 源 コ ー ドは 必 ず 付 
属のも の を使 用 す る 

■  トナーま た は トナー 
の入 っ た 容器を 火 中 
に投 げ 入 れ な い 

■  トナーまたはトナーの 
入った容器を子供の手 
の届くところに置かない 

火災 、 感電の原因 に 
なる こ と があ り ま 
す。 

爆発したり、着火した 
トナーが飛び散り、火 
災、やけどの原因にな 
ることがあります。 

誤っ て 飲 み 込 む お 
それがあ り ま す 。 

●  万一、飲み込んだ場合は直ち 
 に医師に相談してください。 
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安全上のご注意

■電池の取り扱いについて

■ 直 射 日 光 ・高 温 ・ 多 
湿の場 所 を避 け て 保 
管す る 

■ 電 池 は 間 違っ たタイ 
プに交 換 しない 

液もれ ・ 発 熱 ・ 破 
裂の原因 に な る こ 
とが あ り ます 。 

破裂の 原 因 に な る 
こと が あ り ま す 。 

●  使 用 済 の 電 池 は 、 説 明 書 
に従 っ て 処 分 し て く だ さ 
い。 

■ 充 電 ・ シ ョー ト ・ 分 
解・ 変 形 ・ 加 熱・ 火 
に入 れる な ど し な い 

■ 電 池 は乳 幼 児 の手の 
届かない と こ ろ に 保 
管す る 

■ 電池 を 保 管 、 廃棄 す 
ると き は 、 テープ な ど 
で端 子 部 を絶 縁す る 

液もれ ・ 発 熱 ・ 破 裂 ・ 
発火 の 原 因 に な り 
ます 。 

誤っ て 飲 み 込 む お 
それがあ り ま す 。 

他の金 属 や電 池 と 
混ざ る と 液もれ ・ 
発熱 ・ 破 裂 ・ 発火 
の原因 に な り ま す 。 

●  万 一 、 飲 み 込 ん だ 場 合 は 
直ち に 医 師 に 相談 し て く 
ださ い。 

■ 電 池 の +極と － 極は 
正しく 接 続 す る 

■ 電 池 に直 接 ハ ンダ 付 
けを しな い 

■ 液 が 目 に 入 っ た ら 、 
すぐ に 洗 い 流 す 

液もれ ・ 発 熱 ・ 破 裂 ・ 
発火 の 原 因 に な り 
ます 。 

液もれ ・ 発 熱 ・ 破 裂 ・ 
発火 の 原 因 に な り 
ます 。 

目を 傷 め る 原 因に な 
りま す 。 

●  こ す ら ず に き れ い な 水 で 
洗 っ た後 、 す ぐ に 医師の 
治療 を 受 け て く だ さ い 。 



12

■用紙は湿気の少ない涼しい場所に保管してください。
●用紙は60～105g/m2（手差しでは 60～165g/m2 ）の上質紙・再生紙をお使いになれますが、できる
だけ当社の推薦紙をご使用ください。（両面コピー時：75～90g/m2）

●プロセスカートリッジは、お買い上げの販売店または、サービス実施会社で購入ください。
●当社指定品、推薦品以外を使用されますと、コピー品質への悪影響および性能を損なう場合があります。

用紙・プロセスカートリッジに関するお願い

取扱上のお願い
設置上

■次の様な場所への設置は避けてください。
●高・低温、低・多湿な場所
　（適用温度・湿度： 10～30℃、30～80％RH）
●温度変化の激しい場所
●冷・暖房機の近く（直接風のあたる所）
●加湿機の近く
●テレビ、ラジオなど電子機器の近く
●直射日光のあたる場所

●ほこり、アンモニアガスが発生する場所
●シンナー、ガソリンなどの近く
●換気の悪い場所
●床、土台が不安定な場所、振動の激しい場所

■本機の背面は壁から10cm以上離して
　ください。

換気について
本機を使用中は、オゾンが発生しますが、その量は
人体に悪影響を及ぼさないレベルです。ただし、換
気の悪い部屋での長時間使用や、大量にコピーを
とる場合には、快適な作業環境を保つために部屋
の換気をお勧めいたします。

移動時

■動作中に電源を切ったり、本体カバー等を開けたり、給紙カセットを引き出したりしな
いでください。（紙づまりの原因になります。）

■給紙カセットは、奥までしっかり閉じてください。

使用時

●オプションの増設給紙ユニットを設置していると
きは、給紙カセット1および2を奥までしっかり
と閉じてください。
特に、給紙カセット1が奥までしっかり閉じてい
ないと給紙カセット2を使用してコピー/プリン
トされるときに、紙づまりになることがあります。
この場合は、給紙カセット2を引き出し、紙づま
りを取り除いて給紙カセット1および2を再度奥
までしっかりと挿入し閉じてください。

●給紙カセット1が引き抜かれた状態で、誤ってコ
ピー/プリントを開始したときに、給紙カセット
2にコピー/プリントするサイズの用紙があった
場合は、コピー/プリント動作が開始されること
があります。給紙カセット1がないため、用紙が
本体内に送り込まれず、紙づまりが発生し、動作
が停止します。この場合は、給紙カセット2を引
き出し、紙づまりを取り除いて再度奥までしっか
りと挿入し閉じた後に、給紙カセット1を挿入し
確実に閉じてください。

左側面から見た図

正しい例 悪い例

給紙カセットの
パネル部が前に
飛び出している

給紙カセット1 給紙カセット1

給紙カセット2 給紙カセット2

■本機の移動はサービス実施会社におま
かせください。

●転居の際は、サービス引継が必要です。
 （事前にサービス実施会社へご相談ください。）
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■電波障害防止について

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラス B 情報技術装置
です。この装置は家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信
機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

■法律で禁じられていること

次のようなコピーは所有するだけでも法律により罰せられますから充分ご注意ください。
●法律でコピーを禁止されているもの
①国内外で流通する紙幣、貨幣、政府発行の有価証券、国債証券、地方債証券
②未使用の郵便切手、官製はがき
③政府発行の印紙、酒税法や物品管理法で規定されている証紙類

●注意を要するもの
①株券、手形、小切手など民間発行の有価証券、定期券、回数券などは、事業会社が業務上必要最低

部数をコピーする以外は政府指導によって注意が呼びかけられています。
②政府発行のパスポート、公共機関や民間団体発行の免許証、許可書、身分証明書や通行券、食券な

どの切符類のコピーも避けてください。
●著作権の対象となっている書籍、絵画、版画、地図、図面、写真などの著作物は個人的または家庭内そ
の他、これに準ずる限られた範囲内で使用するためにコピーする以外は禁じられています。

■電源についてのお願い

連休などで長期間本機をご使用にならないときは、不測の事態による火災を防ぐため必ず電源プラグを抜
いてください。

■電源高調波についてのお知らせ

本機器は社団法人ビジネス機械・情報システム産業協会が定めた複写機及び類似の機器の高調波対策ガイ
ドライン（家電・汎用品高調波抑制対策ガイドラインに準拠）に適合しています。

■ネットワーク設定についてのお願い

本機のネットワーク設定については、事前の予備知識が必要です。手順上で出てくる表示の意味が分から
ない方は、ネットワーク管理者へ設定をお願いしてください。ネットワーク管理者がおられないときは、
サービス実施会社へご依頼ください。

取扱上のお願い

その他
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ご使用のまえに
■本機の節電機能を設定したいとき

●本機は、使用されないときに、消費電力を抑えることが可能な節電機能を装備しております。
使用状態に合わせ3種の節電機能が設定可能です。
現在の節電機能の設定確認と変更は、ファンクション設定モードの「セツデンモード」で行うことができ
ます。（  32ページ）

＜注意＞
節電機能が、「シャットダウン」になっていると下記の機能が動作いたしません。これらの機能をよくご
使用になられる場合は、節電機能を初期設定（お買い上げ時）の「スリープ」のままにされることをお勧
めします。
・プリンター機能（USBローカル接続、ネットワーク接続の両方）
・インターネットFAX/Eメール機能
・LANケーブルが接続されていないとき、ファクス受信ができないことがあります。

●節電機能に入るとき
節電機能は、ファンクション設定モード
（ 32ページ）で設定した時間を経過す
ると自動的に設定したモードで動作しま
す。ただし、設定モードの「ｾﾂﾃﾞﾝ」は、「節
電」キーを押すことで、すぐにそのモード
に入ります。

●節電機能を解除するとき

「ｾﾂﾃﾞﾝ」モードの場合
は、「節電」キー以外でも
解除されます。＜設定モード毎の動作比較＞

設定モード 消費電力 　　　待機状態までの復帰時間

ナシ（機能なし） 約 19 W～800 W －（通常待機状態）

セツデン 約 19 W 約 15 秒（20℃）

スリープ 約 10 W 約 18 秒（20℃）

シャットダウン 約 0.9 W 約 18 秒（20℃）

■暗証番号（ユーザーコード）入力メッセージが表示されるとき
●部門カウンター機能が設定されているときは、メッセージディスプ
レイに暗証番号（ユーザーコード）の入力用画面が表示されます。部
門毎に設定された「暗証番号」を入力しないとコピー／ファクス／
スキャナー等の操作ができません。部門毎の暗証番号については、
キーオペレーターにお問合わせください。

ﾕｰｻﾞｰｺｰﾄﾞｦ ｲﾚﾃｸﾀﾞｻｲ

■キーオペレーター専用のパスワードを設定したいとき
●本機の機能初期設定値は、「ファンクション設定モード」で確認や変更を行うことができます。
ただし、その中でキーオペレーター専用のパスワードが必要なものがあります。
キーオペレーターの方は、本機設置時にサービス実施会社と相談され決められた3桁のパスワードを必ず
記録しておいてください。
もし、設置時にパスワードを決められていない場合は、サービス実施会社にご相談ください。
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各部の名前と働き
外観

ON OFF

自動原稿送り装置（ADF） 

コントロールパネル 
（ 16～18ページ） 

電源スイッチ 

手差しトレイ 
（ 20ページ） 

給紙カセット 
（ 20ページ） 

前カバー 

（ 22～25ページ） 

・プロセスカートリッジ交換、 
　紙づまり処置時 

USBケーブル 

LANケーブル 
・10/100Base-T 
　タイプ 

電話ケーブル 
・2/4芯タイプ 

オプション 
増設給紙ユニット 
ケーブル 

パソコン 
USB端子へ 

LANハブへ 

電話 
回線へ 

各ケーブルの接続は、必要に応じ 
本体設置時にサービス実施会社に 
て行いますが、もし、外す場合は、 
各ケーブルの接続位置を記録し、 
再接続するときは、正しく接続し 
てください。 
特に、オプション増設給紙ユニット 
ケーブルは、奥まで止まるまで差し 
込んでください。 

背カバー 

（ 43ページ） 

・背面排紙のとき 
　（はがき、OHPフィルムなど 
　　の特殊紙） 

（ 24、25ページ） 
・紙づまり処置のとき 

お  願  い 

受話器 

外部電話 

回  線 
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各部の名前と働き

内　　容

ジョブメモリー
コピーモードを本機に記憶さ
せたいとき
M1
記憶させたコピーモードを呼
びだすとき
(  52ページ)

画質
原稿種類を選ぶ
(  45ページ他)

節電
節電機能に入るとき
(  14ページ)

解像度
読取りモード・解像度を選
ぶ (  56ページ)

原稿サイズ
原稿サイズを選ぶとき

コピーサイズ
コピーサイズを選ぶとき

コントロールパネル（操作キー）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 161511 12 13

1719 1820212228293031 2324252627

14

アイコン 内　　容

カラー
ネットワークスキャナーでカ
ラー原稿を読み取りたいとき
(  56ページ)
コピー
コピー機能を使用するとき
(  42ページ他)
ファクス／Eメール
ファクス／Eメール機能を使
用するとき（取扱説明書“G3
通信／インターネットFAX
／Eメール編”参照）
スキャナー／ファイル
ネットワークスキャナー機能
を使用するとき
(  54ページ他)
プリンター
プリンター機能の設定を行う
とき（添付のCDを参照）

カセット選択
コピーする用紙を選ぶとき

ズーム／カーソル／
アドレス帳

短縮
ネットワークスキャナー機能
を使用するとき
(  57ページ)

アイコンNo. No.

1 2

4

5

6

7

8

9

11

15

ファクス／Eメール機能を使用すると
き（取扱説明書“G3通信／インター
ネットFAX／Eメール編”参照）

1412 13

3

No.①、②、③、⑤の各キーは、選択されるとキーそのものが点滅または点灯します。
No. 　、　 、 　の各キーは、選択されるとキーそのものが点滅または点灯します。

No.⑩、 　、 　、 　は表示部分につき、 18ページで説明しております。

メッセージディスプレイのカーソル
（　　       ）を移動するときや項目を選択
するときやアドレス帳を検索するときなど

23 24 25

29 30 31
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各部の名前と働き

内　　容

ストップ
コピー、通信、各種操作を中
止するとき

リセット
ファンクション設定、コピー
時に設定内容をクリアーして
コピー 待機状態に戻すとき

セット
各種登録／設定を確定すると
き

ファンクション
ファンクション設定モードで
各種登録や設定を行うとき
(  30ページ他)

両面コピー
両面コピー機能を選ぶとき
・片面原稿→両面コピー
・両面原稿→両面コピー
・両面原稿→片面コピー
(  47ページ)

アイコン 内　　容

スタート
コピーやファクスの送受信、
スキャナーの読み取りを始め
るとき
テンキー
数字を入力するとき

クリアー
入力した文字や数字などを
消去するとき

コピー濃度調整
コピー濃度を調整する
「こく」・「うすく」
(  45ページ他)

Nイン1コピー
2枚／4枚の片面原稿を1枚
に並べてコピーするとき
(  48ページ)

ダブルスカイショット
コピー
小さい原稿（A5サイズ以下）
を1枚ずつ読み取りし、1枚
に並べてコピーするとき
(  50ページ)

アイコンNo. No.

16

20

キーボード
本機の名称登録やパソコンの登録、ファンクショ
ン設定モード時等、文字情報を入力するとき

(  55～61ページ)

21

22

26

27

28 29

30

・特殊な文字、記号を入力するときは、「_/()...」キーを押して、カーソルキー（ 　／ 　）
で文字や記号を選択してください。

・入力した文字を修正するときは、カーソル（　）を修正する文字の後に移動し、「クリ
アー」キーを押して正しい文字を入力してください。

・文字を入力するとき（ｶﾅ／英大文字／英小文字）を切替えるときは、文字切替「　　  」
を押してください。

・ファクス/スキャナー機能、スキャナ/ファイル機能を選択したときには、ワンタッチ
キーとして使用できます。

18 19

17

31
リモートコピー
スキャナーで読み取ったイメージをネットワーク内のPCに接続されている他の
プリンターで印刷したいとき。(  62ページ)



18

A5   -›A4   [A4  1]

ｽﾞｰﾑ:141%   ｺﾋﾟｰ:001

内　　容

メッセージディスプレイ
各種情報を表示
・コピー／原稿枚数
・エラー（U##、J##、E##）
・ファンクション設定内容
・その他
(  18、19ページ他)

アイコン 内　　容

アクティブランプ（緑）
本機が動作中のときに点滅
します

データランプ（緑）

点滅:
プリントデータをパソコン
より受信中のとき
点灯:
パソコンより受信したプリ
ントデータを印刷中のとき

アイコンNo. No.

10 23

24
アラームランプ（赤）
本機の異常状態を点灯／点滅で表示します
点灯:
プロセスカートリッジ内のトナーなし、紙づまりやマシンエラー(E##）などで
動作停止のとき
点滅:
本機が警告状態になったとき（動作は停止しません）
プロセスカートリッジ内のトナーの残量が少ない、給紙カセット（上段または
下段／オプション）に用紙がないとき

メッセージディスプレイ (例：コピー機能時)
a 原稿サイズ

コピーサイズ

用紙回転（A5サイズのみ）

給紙カセットの紙サイズ
(“****”が表示時は、手差しトレイに用紙なし)

コピー倍率

コピー部数

c

e

b

d

f

cb d

e

a

25

各部の名前と働き

10

232425

コントロールパネル（ディスプレイ／ランプ表示）

● メッセージディスプレイの表示文字の濃淡を調整したいとき。
濃くしたいとき： クリアーキーを押しながら、コピーサイズキーを押す。
薄くしたいとき： クリアーキーを押しながら、原稿サイズキーを押す。

オンライン
プリンターがオンラインのときに
点灯します
（添付のCDを参照）

f
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コード 内　　容
U20 ADFカバーが開いている
U21 原稿給紙中にADF本体が開かれた

U90 日付・時刻表示用電池の交換が必要
(  26ページ)

印刷ができないとき／異常と思われるとき
異常／エラー表示一覧

メッセージディスプレイ

ﾄﾅｰｶﾞ ｱﾘﾏｾﾝ 

ｶﾐﾂﾞﾏﾘｦ ﾄﾘﾉｿﾞｲﾃｸﾀﾞｻｲ 
 

U## 

J## 

E#-## 

ﾖｳｼｦ ﾎｷｭｳ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ 

メッセージ 処置内容 参照ページ 

カセットまたは手差しトレイ 
に用紙を補給する、または 
カセットをきちんと閉じる 

20

ﾕｰｻﾞｰｺｰﾄﾞｦ ｲﾚﾃｸﾀﾞｻｲ 

プロセスカートリッジを交換する 22

紙づまりを取り除き、メッセージ 
が消えていることを確認する 

24

下記の表にしたがい内容を確認し 
処置する 

電源を切り、入りしてメッセージ 
が消えないときは、サービス実施 
会社へ連絡する 

部門別に設定された暗証番号を 
入力する 
・暗証番号は、キーオペレーター 
　に問い合せください 

14

コード 内　　容
U01 前カバーが開いている
U13 プロセスカートリッジ内のトナーが

少ないか、無い
U16 プロセスカートリッジが正しく装着されて

いない

■「U##」エラーコード

コード 紙づまり位置（目安）
J00 手差しトレイ （用紙を引き抜き、前カバーを開け・閉める）

J01, J02 給紙カセット

J43, J44, J80, J82, J83 本機内部

J70, J71, J79, J90, J92, J93 自動原稿送り装置（ADF）

■「J##」エラーコード

●紙づまりは、複数位置で発生している場合もありますので、紙づまりを取り除いた後にエラーメッセージ
および、エラーコード表示が消えていることを確認してください。
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印刷ができないとき／異常と思われるとき

止まるまで 

差し込む 

印刷面上向き 

上限位置表示 

上限位置表示 

給紙カセット 

残量少ない 満杯 

用紙がないとき

■ 給紙カセット

給紙カセット1（ｶｾｯﾄ-１）

給紙カセット2
（ｶｾｯﾄ-２：オプション）

用紙残量が少なくなるとオレンジ部分
が多くなり、用紙切れの注意をお知ら
せ警告します。
用紙残量表示（オレンジ）

●“ﾖｳｼｦ ﾎｷｭｳ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ”というメッセー
ジが表示されているときは、用紙がな
いか給紙カセットがしっかりと閉じて
いない場合があります。用紙を補給す
るか、給紙カセットを奥までしっかり
閉じてください。

お知らせ 

お  願  い ●裏紙は、手差しトレイを使用してください。また、熱転写で印字された裏紙は、使用しな
いでください。

●折り目やしわ、カールした用紙は、使用しないでください。
●残った用紙は、必ず、袋に入れ、口を閉じて保管してください。
そのまま放置するとカールや紙づまり、紙しわ、画質低下の原因となります。

●OHPフィルムは、インクジェット用を使用しないでください。詳しくは、お買い上げの
販売店にお問い合わせください。

■ 手差しトレイ
上記の給紙カセットに無いサイズやはがき、ラベル、OHPフィルム、光沢紙等の特殊な用紙に
コピー/プリントするとき、使用します。

①1枚のみセットする。
用紙厚さ：60 - 165g/m2

②用紙ガイドを用紙幅に正しく
セットする。
正しくセットしないとカールや
紙づまりの原因になります。

メッセージディスプレイに
“紙サイズ”+“　”が表示され
るまで「スタート」キーを押さ
ないでください。
●表示された用紙サイズが
セットした用紙と異なると
きは、手順3～6で用紙サ
イズを変更してください。

1

1

2

1 2

2

●用紙の量は、用紙上限
位置表示以下までです。

＜はがきのセット方向＞

給紙
方向

印刷面上向き

コピーキーを押して、コピーモードにしてください。
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印刷ができないとき／異常と思われるとき

給紙カセット-1

給紙カセット-2

給紙カセット1
用紙をセット：印刷面下向き
用紙厚さ： 60 - 105g/m2

（両面印刷時：
  75 - 90g/m2）

容量： 250枚（75g/m2）

給紙カセット2
用紙をセット：印刷面下向き
用紙厚さ： 60 - 105g/m2

（両面印刷時：
  75 - 90g/m2）

容量： 550枚（75g/m2）

確実に給紙カセットを閉じる

●用紙ガイドを紙のサイズに正しく
合わせないと紙づまり等の原因と
なります。（  38ページ）

●用紙サイズを変更するときは、
 38ページ。

●給紙カセット2に用紙を継ぎ足す
ときは、紙づまりを少なくするた
め、残っている用紙を取り出し、新
しい用紙と合わせ、よくさばいて
からセットしてください。

●印刷された用紙のカールが大きい場
合は、給紙カセットの用紙の表裏を
逆にしてセットし直してください。

お知らせ 

3

3

お  願  い ●コピー／プリント／ファクス受信の出力を開始し、給紙カセットから給紙動作を開始した
ときに、手差しトレイに用紙をセットすると紙づまり“J00”になることがあります。こ
のときは、用紙を手差しトレイより取り除いてください。

●手差しトレイに用紙をセットしたままにしておくと、紙づまり表示になることがあります
ので、手差しトレイを使用しないときは、用紙を取り除いておいてください。

用紙サイズ
を選ぶA4 ->A4  [A4 *]

ｽﾞｰﾑ:100% ｺﾋﾟｰ:001

用紙種類を選ぶ
（ハガキを除く）
A4/LETTERのみ
ﾖｳｼ ﾉ ｼｭﾙｲ=ﾌﾂｳｼ
1:ﾌﾂｳｼ 2:ｱﾂｶﾞﾐ 3:OHP

または

または

A4

B5

A5      (A5-R)

ﾊｶﾞｷ

その他
ﾖｳｼ ﾉ ｼｭﾙｲ=ﾌﾂｳｼ
1:ﾌﾂｳｼ 2:ｱﾂｶﾞﾐ

3 4 5 6

LEGAL

LETTER

INVOICE      (Invoice-R)

FLS1

FLS2
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印刷ができないとき／異常と思われるとき

トナーがないとき

■ プロセスカートリッジを交換する

プロセスカートリッジ（新） 

保護シート 

ドラムユニット（新） 

前カバー 

ドラムの表面（緑色）に傷をつけ
たり、手で触れないでください。
ドラム表面部は、光によりダメー
ジを受けやすいため、直接光を当
てたり、直射日光があたる場所で
のご使用は避けてください。

プロセスカートリッジ内のトナー残量が少なくなると、下記の
メッセージが表示されます。
 ●トナーが無くなり、機械が停止する前にプロセスカートリッジ
を交換してください。

ﾏﾓﾅｸ ﾄﾅｰｶﾞ ﾅｸﾅﾘﾏｽ
U13

ｹｲｺｸ!! ﾄﾅｰ ﾅｼﾏﾃﾞ
50ﾍﾟｰｼﾞ ｲｶ

ﾄﾅｰ ｶﾞ ｱﾘﾏｾﾝ
U13

トナー残量が少なくなったとき
約500枚コピーが可能（5%原稿）*
・大量コピー／プリントすると本機が
停止し、「ﾄﾅｰ ｶﾞ ｱﾘﾏｾﾝ」表示になる
ことがあります。

トナーがまもなく、なくなるとき
約50枚コピーが可能

トナーがないとき
動作停止します。

 * 5 ％原稿（A4サイズ）
（モノクロ黒画率＝黒地÷有効記録領域×100）

1

1

5

9

2 3

お  願  い 

プロセスカートリッジをガ
イドレールに正しくのせ、
止まるまで確実に差し込ん
でください。

ｷﾉｳ ｾｯﾃｲ ﾓｰﾄﾞ         (1-2)
ﾊﾞﾝｺﾞｳｦ ｲﾚﾙ ﾏﾀﾊ ∨ ^

または

上記手順12で誤って「２:ｲｲｴ」を選択したとき：

1:ｷｮｳﾂｳ ｷﾉｳ ｾｯﾃｲ

1．新しいプロセスカートリッジには、トナーとドラムユニットが同
梱されています。

2．新しいドラムユニットは『返送用箱』と表示されている箱に入っ
ています。

お知らせ 

交換後の旧プロセスカートリッジは新しいドラムユニットが入って
いた箱に入れ、箱に表示されている弊社指定の場所へ着払いで返送
ください。

お  願  い 
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印刷ができないとき／異常と思われるとき

テープと 
保護カバー 

トナー（新） 

良く振る 
（10～15回） 

前カバー 

プロセスカートリッジ 

トナー 

ドラムユニット 

ドラム 
ユニット 

トナー 

プロセスカートリッジ プロセスカートリッジ 2 3

5

6 7 8

9

10 11 12

4 65

トナー（新） 
ドラム 
ユニット（新） 

4

新しいトナーとドラム
ユニットを準備する。

印刷品質に悪影響が生じますので、弊社指定のプロセス
カートリッジを使用してください。
プロセスカートリッジは、暗い涼しい場所に保管し、使
用するまで保護カバーを外さないでください。

お  願  い 

ｷｮｳﾂｳ ｷﾉｳ ｾｯﾃｲ       (0-9)
ﾊﾞﾝｺﾞｳｦ ｲﾚﾙ  ﾏﾀﾊ ∨ ^

または

04 ﾄﾅｰ ｺｳｶﾝ
ｾｯﾄ ﾃﾞ ｾﾝﾀｸ

０４:ﾄﾅｰ ｺｳｶﾝ

ﾄﾅｰ ｺｳｶﾝ?
1:ﾊｲ 2:ｲｲｴ

ﾄﾅｰ ｺｳｶﾝ?
1:ﾊｲ 2:ｲｲｴ

１:ﾊｲ

お知らせ 

もし、誤って"2"を選択した
ときはコピー濃度が正しく
設定されず、画質に悪影響
が出ます。
下記の手順1～6を行って
ください。

１:ﾊｲ ファンクション
設定モードを
解除する

「４」を
入力する
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印刷ができないとき／異常と思われるとき

カセット背カバー 

ピン ピン 

ガイドレール 

プロセスカートリッジ 

紙づまり 

前カバー 

用紙解除つまみ 

紙づまり 

プロセスカートリッジ 

プロセスカートリッジ 

背カバー 

1 2

1 2

6 7

（背面）

紙づまり ADF カバー 

1 2

6 7

■紙づまりを取り除く（給紙部、紙搬送部、両面ユニット部、排紙部）

紙づまりのとき

ｶﾐﾂﾞﾏﾘｦ ﾄﾘﾉｿﾞｲﾃｸﾀﾞｻｲ
J44

J01, J02,
J44, J82, J83:

J43, J44, J80:

■ 紙づまりを取り除く (ADF) : J70, J71, J79, J90, J92, J93

ｶﾐﾂﾞﾏﾘｦ ﾄﾘﾉｿﾞｲﾃｸﾀﾞｻｲ
J92

例：

お  願  い 

紙づまりエラーコード
“J##”は、紙づまり位置
の目安です。複数箇所で
紙づまりしている場合も
ありますので、紙づまり
を取り除いた後にエラー
メッセージとエラーコー
ド表示が消えていること
を確認してください。

●プロセスカートリッジ
のドラムを傷つけた
り、表面を手で触らな
いでください。
ドラムに直射日光や明
るい光を当てないでく
ださい。

プロセスカートリッジをガイドレールに正し
くのせ、正確に差し込んでください。

紙づまりを取り除く

例：
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印刷ができないとき／異常と思われるとき

カセット背カバー 

給紙カセット 

背カバー 

紙づまり 

紙づまり 

給紙カセット 

前カバー 

プロセスカートリッジ 

3 4 5

6

3

6

4 5

8

8

前カバー 

9

紙づまり ADF カバー 用紙搬送つまみ 

3 4 5

紙づまりを取り除く 紙づまりを取り除く
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印刷ができないとき／異常と思われるとき

ﾃﾞﾝﾁｦ ｺｳｶﾝ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ
U90

ｷｮｳﾂｳ ｷﾉｳ ｾｯﾃｲ　　(0-9)
ﾊﾞﾝｺﾞｳｦ ｲﾚﾙ  ﾏﾀﾊ ∨ ^

ねじ（1本）を取りはずす

電池ホルダー

電池交換／日付・時刻表示を調整したいとき

本機は日付・時刻表示用電池の残量が
少なくなるとメッセージディスプレイ
に交換要求メッセージと“U90”エラー
が表示されます。
以降の手順で電池を交換してください。

本機左側の電源
スイッチを
「OFF」にする。

日付・時刻表示のみを調整したいときは、
手順6～13。

お知らせ ●電池の寿命は、本機の電源が切れた状態で約1年です。

０９ ｷｰｵﾍﾟﾚｰﾀｰ ｾﾝﾖｳ

または

「9」のみを入力する。

1 2

6

9

13
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印刷ができないとき／異常と思われるとき

旧

新

ｷﾉｳ ｾｯﾃ ｲﾓｰﾄﾞ (1-2)
ﾊﾞﾝｺﾞｳ ｦ ｲﾚﾙ ﾏﾀﾊ ∨ ^

09 ｷｰｵﾍﾟﾚｰﾀｰ ｾﾝﾖｳ
   

ｷｰｵﾍﾟﾚｰﾀｰ ｾﾝﾖｳ (00-31)
ﾊﾞﾝｺﾞｳｦ ｲﾚﾙ  ﾏﾀﾊ ∨ ^

または

17 ｼﾞｺｸ ｾｯﾄ
   _2004-07-01 00:01

ねじ（1本）を取り付ける

電池ホルダー

3桁

（ 14ページ） １７ ｼﾞｺｸｾｯﾄ

本体左側の電源
スイッチを「ON」
にする。

１:ｷｮｳﾂｳｷﾉｳｾｯﾃｲ

または

カーソル（  ）を年／月
／日／時刻の下に移動
し、テンキーで変更す
る。

電池の＋極側を上面にし
てください。

3 4 5

6

7 8

9

10 11 12

13

「１、７」と
入力する
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印刷ができないとき／異常と思われるとき

異常と思われるとき
■機械の不具合点や操作上の指示は、コントロールパネルのディスプレイに表示されます。
メッセージをよく確認のうえ、適切に処置してください。

〈　処　置　〉
機械が動作しない

コントロールパネル上の節電キーのランプが点灯ま
たは点滅しているか

節電キーを押す。

（はい）

（いいえ）

ディスプレイに何も表示されない 電源スイッチおよび電源プラグを確認する。

メッセージにしたがって処置する。

ディスプレイに用紙補給メッセージが出ているか 用紙を補給する。（  20ページ）

ディスプレイに紙づまりメッセージが出ているか 紙づまりを取り除く。（  24ページ）

ディスプレイに「E#-##」表示およびメッセージが

出ているか

電源スイッチ（本機左側面）を「OFF」、「ON」する。
表示やメッセージが消えないときは、数字を確認
（メモ）して電源スイッチを切り（または電源プラグ
を抜いて）サービス実施会社へ連絡する。

コピーがうすい

コピー濃度表示が「うすい」方になっていないか コピー濃度調整ボタンで「こく」の方にする。

（はい）

（いいえ）

ディスプレイにトナー補給メッセージが出ているか

（  22ページ）

プロセスカートリッジの交換が必要。プロセスカー
トリッジをお買い上げの販売店または、サービス実
施会社より購入し、プロセスカートリッジを交換す

る。（  22ページ）

ディスプレイ上にU##表示およびメッセージが出て

いるか（  19ページ）

〈　処　置　〉

コピーモード設定時に機械がロックし、次の操作を
受け付けないままとなっている

電源スイッチ（本機左側面）を
「OFF」、「ON」する。
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印刷ができないとき／異常と思われるとき

さばきゴム ローラー 

ADF カバー 

用紙搬送つまみ 

給紙ローラー 

汚れたコピーがでる

原稿台ガラスまたは、ADFの原稿押えが汚れていな
いか

清掃する。
（下記参照）

（はい）

（いいえ）

ADFのローラーやさばきゴムが汚れていないか
清掃する。
（下記参照）

〈　処　置　〉

OHPシート、第2原図など透明度の高い原稿をコ
ピーしているか

原稿の裏面に白紙を重ねてコピーする

日常のお手入れ
■一週間に一度程度

原稿押え

原稿台ガラス

①うすめた台所用中性洗剤を布に含ませ、
固くしぼってから汚れを落とす。

②乾いた布で拭きとる。

■コピーが汚れてきたとき
①ADFカバーを開ける。
②ローラー、さばきゴムを水を含ませた布
で拭く。

③ADFカバーを閉じる。

給紙ローラーは、用紙送りつまみを回しな
がら、拭く。
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ファンクション設定モード

コピー： 共通／コピー機能設定
ファクス／Eメール：

ファクス／Eメール機能設定
スキャナー／ファイル：

スキャナー機能設定

プリンター：プリンター機能設定

ファンクション設定モード
概要／基本設定手順

■各機能の初期設定値（デフォルト値）は、ファンクション設定モードにより変更するこ
とができます。
使用されるモード毎に、使用頻度の高い機能を初期設定値として設定しておくと便利です。
ファンクション設定は、機能毎に設定でき、それぞれ一般用とキーオペレーター専用の
設定があります。

共通機能 コピー機能 プリンター機能 ファクス／ 
Eメール機能 

共通機能 
（キーオペレー 

ター専用） 

コピー機能 
（キーオペレー 

ター専用） 

プリンター機能 
（キーオペレー 

ター専用） 

ファクス／ 
Eメール機能 

（キーオペレー 
ター専用） 

スキャナー機能 

パスワード入力（3桁：　　　　参照） お知らせ 

●機能拡張オプションのファンクション設定は、各オプションの取扱説明書をご覧ください。
●キーオペレーター専用のパスワードは、本機設置時にサービス実施会社とキーオペレー
ターの方とご相談のうえ決定し、サービス実施会社にて設定します。
キーオペレーター専用のパスワードを知りたいときは、キーオペレーターにご相談ください。

お知らせ 

■ 基本設定手順

機能を選ぶ

設定したい機能を選ぶ

または

：共通機能設定

：コピー機能設定

：プリンター機能設定

スキャナー機能設定（  60ページ）

ファクス／Eメール機能設定
取扱説明書（G3通信／インターネットFAX
／Eメール編）参照

1 2
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09 ｷｰｵﾍﾟﾚｰﾀｰ ｾﾝﾖｳ
   

機能を設定する

プリンター機能設定について：
本機で印刷される場合、ご使用のパソコンのアプリケーション
ソフトにて印刷設定を行いますので、通常設定する必要は、ほ
とんどありません。
もし、本機で設定しても、ご使用のアプリケーションソフトで
設定された内容が優先されます。
万が一、設定が必要となった場合は、パソコン関連知識のある
方にご相談のうえ設定し、印刷後は、設定前の状態に戻してお
かれることをお勧めします。

設定したいモードをカーソル
キーかテンキーで選ぶ*

または

キーオペレーター専用モードを選択したとき：
（例：共通機能設定）

機能を設定する
①設定内容を選ぶ
②設定内容を確認し、
「セット」キーを押す

ファンクション設定
モードを解除する

キーオペレーター専用の
パスワードを入力する
（3桁）（ 14ページ）

ファンクション設定
モードを解除する

①設定したいモードをカーソル
キーかテンキーで選ぶ

②設定内容を選ぶ
③設定内容を確認し、「セット」
キーを押す

 * モードNo.について
共通機能（一般用）のモードNo.を入力するときは、2桁表示の最初の「０」を入力せず
に１桁目の番号のみ入力します。

お知らせ 

3

4

4 5

5 6
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１:ｶｾｯﾄ-１
　A4R
　ﾌﾂｳｼ

３:１ ﾌﾝ

３:ｽﾘｰﾌﾟ
　１０ﾌﾝ

ｶｲｼ（００:００）
ｵﾜﾘ（００:００)

２:ﾌｧｸｽ
　

１:ｵﾌ
　

本モードを使用の場
合は、別途事前の
サービス設定が必要
です。

　

　

００ ｷｮｳﾂｳｷﾉｳ ｾｯﾃｲ ﾘｽﾄ 共通機能で設定されている内容を印刷したいとき。

０１ ﾖｳｼ ｻｲｽﾞ 給紙カセット１、２（オプション）の紙サイズを設定したいとき。
●最初に給紙カセットを選択し、用紙サイズを選んでください。
（ 38ページ）

１:ｶｾｯﾄ-１、２:ｶｾｯﾄ-２（オプション装着時のみ表示）
A4→B5→A5→LEGAL→LETTER
A5は、ｶｾｯﾄ-1選択時のみ表示・選択できます。
●「１:ｶｾｯﾄ-１」A4、LETTERサイズ選択時のみ、用紙の種類を選び
ます。

１:ﾌﾂｳｼ、２:OHP

０３ ｵｰﾄｸﾘｱﾀｲﾑ コントロールパネル操作設定後の自動クリア時間を変更したいとき。
●操作後のパネル設定内容は、指定した時間を経過するとクリ
ア（消去）されてしまいます。

１:ｵﾌ（自動クリア無し）、２:３０ ﾋﾞｮｳ、３:１ ﾌﾝ、４:２ ﾌﾝ、５:３ ﾌﾝ、６:４ ﾌﾝ

０４ ｾﾂﾃﾞﾝ ﾓｰﾄﾞ 本機が動作していないときの節電機能のモード切り替えと節電
機能に自動移行する時間を設定したいとき。
●最初にモードを選択し、時間を設定してください。
１:ﾅｼ（機能なし）、２:ｾﾂﾃﾞﾝ、３:ｽﾘｰﾌﾟ、４:ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ
時間（分）:1～240/1分単位

０５ ｾﾂﾃﾞﾝ ｼﾞｶﾝ 本機の節電モードの自動開始／終了時刻を設定したいとき。
●曜日毎の設定はできません。毎日同一時刻の設定となります。
●本設定時刻内は、スリープ／シャットダウンモードへ自動移
行しません。

ｶｲｼ（００:００）、ｵﾜﾘ（００:００)
●両方が「００:００」のとき、本モードは動作いたしません。

０７ ｽﾍﾟｼｬﾙﾄﾚｲ １ オプションの給紙カセット２を装着時のみ有効なモードです。
給紙カセット１、２または手差しトレイのいずれかが自動的に
選択されないよう設定したいとき。
１:ﾅｼ、２:ｶｾｯﾄ-１、３:ｶｾｯﾄ-２、４:ﾃｻｼ
（例） 給紙カセット１を色紙やOHP専用にしたいときなど。

００ ﾃﾞﾝｹﾞﾝONｼﾞﾃﾞﾌｫﾙﾄ 電源投入時のモードを切り替えたいとき。
１:ｺﾋﾟｰ、２:ﾌｧｸｽ、３:ﾌﾟﾘﾝﾀｰ、４:ｽｷｬﾅｰ　

０１ ｿｰﾄﾒﾓﾘｰ ｼﾖｳﾘﾂ ソート用内部メモリーの使用状況（％）を表示させたいとき。
１:ｵﾌ、２:ﾋｮｳｼﾞｽﾙ

０２ ﾌﾞﾓﾝﾍﾞﾂ ｶｳﾝﾀｰ 指定部門のカウント枚数と制限枚数および全部門のカウント
値を表示させたいとき。

０４ ﾄﾅｰ ｺｳｶﾝ プロセスカートリッジを交換したとき。

０９ ｷｰｵﾍﾟﾚｰﾀｰ ｾﾝﾖｳ キーオペレーター専用の設定モードを開きたいとき。
●パスワード（3桁）を入力してください。
（  14ページ）

■共通機能（一般用）

No. 設定モード 設定内容  初期設定値 （デフォルト値）

■ 共通機能（キーオペレーター専用）
●共通機能（一般用）の「０９ ｷｰｵﾍﾟﾚｰﾀｰ ｾﾝﾖｳ」にて、キーオペレーター専用のパスワードを入力したときのみ、
各モードが表示され設定可能となります。

<次ページへつづく>

No. 設定モード 設定内容  初期設定値 （デフォルト値）

お知らせ ●モードNoを入力するときは、2桁表示の最初の「０」を入力せずに1桁目の番号のみ入
力します。
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２:ﾁｲｻｲ

２:ｱﾘ

本モードを使用の場
合は、別途事前の
サービス設定が必要
です。

DHCPで自動付与さ
れたアドレス

DHCPで自動付与さ
れたアドレス

DHCPで自動付与さ
れたアドレス

２:ｱﾘ

２:ｱﾘ

０

public

public

Panasonic UF-9000

０９ ｷｰ ﾌﾞｻﾞｰ ｵﾝﾘｮｳ コントロールパネルのキーを操作したときに確認音を出した
いとき。
１:ｵﾌ、２:ﾁｲｻｲ、３:ｵｵｷｲ

１１ ADF ｾｯﾄｵﾝ ﾉ ｾｯﾃｲ ADFに原稿をセットしたときに確認音を出したいとき。
１:ﾅｼ、２:ｱﾘ

１３ ﾌﾞﾓﾝ ｶｳﾝﾀｰ ﾓｰﾄﾞ ｺﾋﾟｰ／ﾌﾟﾘﾝﾄ／ﾌｧｸｽ受信分の印刷枚数（カウント）の管理をしたいとき。
１:ﾄｰﾀﾙｶｳﾝﾀ（ー全部門のカウント値を表示させたいとき）
２:ﾌﾞﾓﾝﾍﾞﾂｶｳﾝﾀ（ー部門毎管理のための部門設定をしたいとき、

 40ページ参照）
３:ﾕｰｻﾞｰｾｯﾃｲﾘｽﾄ（上記の２:ﾌﾞﾓﾝﾍﾞﾂｶｳﾝﾀｰのリスト印刷したいとき）

１７ ｼﾞｺｸ ｾｯﾄ 日付時刻表示用の電池を交換したとき。（  26ページ）
●年（西暦4桁）、月、日、時（24時間表示）、分の順に設定してください。

＜No. １９～２３、２８～３１を設定したときは、電源スイッチを入れ直してください。＞

１９ IP ｱﾄﾞﾚｽ (DHCP) ネットワーク設定（変更）をしたいとき。ご使用のネットワーク
環境がDHCPサーバーの場合は、設定の必要がありません。
●「２２ DHCP ｷﾉｳ」の設定を「１:ﾅｼ」にすると、「１９ TCP/IP ｱﾄﾞﾚｽ」
の表示となり、IPアドレス設定が可能となります。

２０ ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ(DHCP) ネットワーク設定（変更）をしたいとき。ご使用のネットワーク
環境がDHCPサーバーの場合は、設定の必要がありません。
●「２２ DHCP ｷﾉｳ」の設定を「１:ﾅｼ」にすると、「２０ TCP/IP ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏ
ｽｸ」の表示となり、アドレス設定が可能となります。

２１ ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲ(DHCP) ネットワーク設定（変更）をしたいとき。ご使用のネットワーク
環境がDHCPサーバーの場合は、設定の必要がありません。
●「２２ DHCP ｷﾉｳ」の設定を「１:ﾅｼ」にすると、「２１ TCP/IP G/Wｱﾄﾞﾚ
ｽ」の表示となり、アドレス設定が可能となります。

２２ DHCP ｷﾉｳ ご使用のネットワーク環境がDHCPサーバーの場合、この設定を変更
する必要はありません。DHCP環境でなければ、設定を変更ください。
１:ﾅｼ、２:ｱﾘ

２３ DNSｻｰﾊﾞｰｱﾄﾞﾚｽ 本設定は、ネットワークのDNSサーバー機能を使用するインター
ネットFAX／Eメール機能をご使用になるときに設定が必要です。
１:ﾅｼ
２:ｱﾘ（メッセージディスプレイの表示にしたがい、

　下記の内容を順番に設定します。）
＜DNSサーバー設定＞
１:ﾎｽﾄﾒｲ→２:ﾄﾞﾒｲﾝ ﾒｲ→３:DNS ｻｰﾊﾞ １ー→４:DNS ｻｰﾊﾞｰ2

２４ MACｱﾄﾞﾚｽﾋｮｳｼﾞ MACアドレス（Ethernetアドレス）を表示させたいとき。
●本内容は、表示のみで、設定する項目ではありません。

２７ ｸﾞﾙｰﾌﾟID アドレス帳（ネットワークスキャナー機能使用時）を本体添付CD
内のソフトウェア（Panasonic-DMS）を使用してパソコンから
自動登録される場合のグループIDを変更したいとき。
０～９９

２８ ｺﾐｭﾆﾃｨﾈｰﾑ １ SNMP Community Name(1)を変更したいとき。
●読み取り専用のみで設定します。

２９ ｺﾐｭﾆﾃｨﾈｰﾑ ２ SNMP Community Name(2)を変更したいとき。
●読み取り／書き込み可で設定できます。

３０ ﾃﾞﾊﾞｲｽﾈｰﾑ 本体添付CD内のソフトウェア（ステータスモニター機能）で本
機のデバイス名情報が必要なときに変更する。

３１ ﾛｹｰｼｮﾝ 本体添付CD内のソフトウェア（ステータスモニター機能）で本
機の設置場所情報が必要なときに変更する。

■ 共通機能（キーオペレーター専用）(つづき)

No. 設定モード 設定内容  初期設定値 （デフォルト値）
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1:ｵﾌ

１:ｹﾞﾝｺｳ ﾎｳｺｳ
   A4　  : ﾀﾃ
   B5　  : ﾖｺ
   A5　  : ﾀﾃ
   A5　  : ﾖｺ
   ﾊｶﾞｷ　 : ﾀﾃ

２:ﾚｲｱｳﾄ
   ２ ｲﾝ １
   １→２
   ４ ｲﾝ １
 １：

１:ﾅｼ

１:ｵﾌ

２:ｱﾘ

２:ｿｰﾄ

１:ﾉﾝｿｰﾄ

1:ﾁｮｳﾍﾝﾄｼﾞ

1:ﾁｮｳﾍﾝﾄｼﾞ

０４ ﾘｮｳﾒﾝ ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾓｰﾄﾞ コピー機能選択時に両面コピーを初期値にしたいとき。
１:ｵﾌ（片面コピー)、２:１→２（片面原稿を両面コピー）、
３:２→２（両面原稿を両面コピー）

０５ N ｲﾝ １ ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾓｰﾄﾞ Nイン1コピー時の原稿内容の向きやレイアウト（コピー配置）
を変更したいとき。
原稿内容の向きを先に選び、その後レイアウト（コピー配置）を
指定してください。
●原稿内容の向きが正しく、指定されていないとコピー順がお
かしくなります。

１:ｹﾞﾝｺｳ ﾎｳｺｳ
原稿サイズ毎（A4、B5、A5）に原稿内容の向きを選びます。
１:ﾀﾃ、２:ﾖｺ

２:ﾚｲｱｳﾄ
２ｲﾝ１か４ｲﾝ１を選び、その後レイアウトを指定します。
１:２ｲﾝ１
１:１→２、２:２→１

２:４ｲﾝ１
１:　　 、２:　　 、３:　　 、４:

０６ N ｲﾝ 1ｼﾞﾉ ﾖﾊｸ 2イン1コピー時にコピーイメージ間に余白を付けたいとき。
１:ﾅｼ、２:ｱﾘ

０７ ｽｶｲｼｮｯﾄ ﾉ ｷﾘｶｴ スカイショットモード機能あり、なしを選択したいとき。
１:ｵﾌ（機能なし）、２:ｵﾝ（機能あり）

０９ ｼﾞﾄﾞｳ ﾉｳﾄﾞﾁｮｳｾｲ 原稿読み取り時の自動濃度調整機能をなしにしたいとき。
１:ﾅｼ、２:ｱﾘ

１０ ADFｺﾋﾟｰｼｱｹﾞﾃﾞﾌｫﾙﾄ ADFからコピー時のソート機能を選びたいとき。
１:ﾉﾝｿｰﾄ、２:ｿｰﾄ

１１ FBｺﾋﾟｰ ｼｱｹﾞﾃﾞﾌｫﾙﾄ 原稿台ガラスからコピー時のソート機能を選びたいとき。
１:ﾉﾝｿｰﾄ、２:ｿｰﾄ

１２ １→２ ﾄｼﾞｲﾁ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ １→２コピーするときのコピーの綴じ方向を選択したいとき
１:ﾁｮｳﾍﾝﾄｼﾞ、２:ﾀﾝﾍﾟﾝﾄｼﾞ

１３ ２→１ ﾄｼﾞｲﾁ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ ２→１コピーするときの原稿の綴じ方向を選択したいとき　　
１:ﾁｮｳﾍﾝﾄｼﾞ、２:ﾀﾝﾍﾟﾝﾄｼﾞ

１９ ｷｰｵﾍﾟﾚｰﾀｰ ｾﾝﾖｳ キーオペレーター専用の設定モードを開きたいとき。
●パスワード（3桁）を入力してください。
（  14ページ）

■コピー機能（一般用）

No. 設定モード 設定内容  初期設定値 （デフォルト値）

1 2
3 4

1 3
2 4

2 1
4 3

3 1
4 2

1 2
3 4
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００ ｺﾋﾟｰ ｾｯﾃｲ ﾘｽﾄ コピー機能で設定されている内容を印刷したいとき。

０１ ｶﾞｼﾂ ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 読み取りモードの初期値を変更したいとき。
１:ﾓｼ（゙文字中心の原稿）、２:ﾓｼﾞ/ｼｬｼﾝ（文字・写真/イメージ混在
の原稿）、３:ｼｬｼﾝ（写真/イメージ中心の原稿）

０２ ﾉｳﾄﾞﾃﾞﾌｫﾙﾄ ﾓｼﾞ 読み取りモードが「文字」のときのコピー濃度初期値を変更したいとき。
１～５

０３ ﾉｳﾄﾞﾃﾞﾌｫﾙﾄﾓｼﾞｼｬｼﾝ 読み取りモードが「文字/写真」のときのコピー濃度初期値を変
更したいとき。
１～５

０４ ﾉｳﾄﾞﾃﾞﾌｫﾙﾄ ｼｬｼﾝ 読み取りモードが「写真」のときのコピー濃度初期値を変更したいとき。
１～５

０５ ｺﾋﾟｰﾏｲｽｳ ｾｲｹﾞﾝ 設定できるコピー部数を制限したいとき。
１～９９９

０８ ﾒﾓﾘｰﾌﾙｼﾞ ﾉ ﾄﾞｳｻ メモリーフル時のソートコピー動作を指定したいとき。
１:ｲﾝｻﾂ（読み込んだ原稿までコピー）、
２:ﾁｭｳﾀﾞﾝ（読み込んだ原稿のイメージを削除）

０９ ﾄﾅｰｾｰﾌﾞﾓｰﾄﾞ (T) 読み取りモードが「文字」のときにトナー消費をセーブしたいとき。
１:ｵﾌ、２:ｵﾝ

１０ ﾄﾅｰｾｰﾌﾞﾓｰﾄﾞ (T/P) 読み取りモードが「文字/写真」のときにトナー消費をセーブしたいとき。
１:ｵﾌ、２:ｵﾝ

１１ ﾄﾅｰｾｰﾌﾞﾓｰﾄﾞ (P) 読み取りモードが「写真」のときにトナー消費をセーブしたいとき。
１:ｵﾌ、２:ｵﾝ

■ コピー機能（キーオペレーター専用）
●コピー機能（一般用）の「１９ ｷｰｵﾍﾟﾚｰﾀｰ ｾﾝﾖｳ」にて、キーオペレーター専用のパスワードを入力したとき
のみ、各モードが表示され設定可能となります。

No. 設定モード 設定内容  初期設定値 （デフォルト値）

２:ﾓｼﾞ/ｼｬｼﾝ

３

３

３

９９９

１:ｲﾝｻﾂ

１:ｵﾌ

１:ｵﾌ

１:ｵﾌ



36

ファンクション設定モード

００ ﾌﾟﾘﾝﾄﾏｲｽｳ １～９９９

０１ ﾖｳｼ ｻｲｽﾞ A4、B5、A5、LEGAL、LETTER、INVOICE、FLS１、FLS２

０２ ｶｾｯﾄ ｾﾝﾀｸ カセットを指定したいとき。
ｼﾞﾄﾞｳ、ﾃｻｼ、ｶｾｯﾄ １ー、ｶｾｯﾄ ２ー（オプション装着時）

０３ ｲﾝｻﾂ ﾎｳｺｳ １:ﾀﾃ、２:ﾖｺ

０４ ﾌﾟﾘﾝﾄ ｷｮｳｾｲ ﾊｲｼｭﾂ ｾｯﾄ ﾃﾞ ﾌﾟﾘﾝﾄ

０５ ﾘｮｳﾒﾝ ｲﾝｻﾂ 両面プリントを初期設定としたいとき。
１:ｵﾌ、２:ｵﾝ

０６ ﾄｼﾞ ｲﾁ １:ﾁｮｳﾍﾝﾄｼ（゙左右見開きスタイル）、
２:ﾀﾝﾍﾟﾝﾄｼ（゙上下見開きスタイル）

０７ ｶｲｿﾞｳﾄﾞ １:３００dpi、２:６００dpi、３:１２００dpi

０８ PCLﾌｫﾝﾄ ０～９９（キーオペレーター専用モードでフォントリストを印刷
し、参照ください。）*

０９ PCLｼﾝﾎﾞﾙﾃｰﾌﾞﾙ ０～３５ *

１０ PCLピッチ ０.４４～９９.９９　（ポイント）*

１１ PCLﾎﾟｲﾝﾄｻｲｽﾞ ４.００～９９９.７５　（ポイント）*

１２ PCLｷﾞｮｳｽｳ ５～１２３　（行）*

１３ PCLﾌｯｷﾓｼﾞ ０:CR（キャリッジリターン）、１:CR+LF（ラインフィード）*

１４ A4,LTR ﾀﾞｲﾀｲ ｲﾝｻﾂ １:ｵﾌ、２:ｵﾝ

１９ ｷｰｵﾍﾟﾚｰﾀｰ ｾﾝﾖｳ キーオペレーター専用の設定モードを開きたいとき。
●パスワード（3桁）を入力してください。
（  14ページ）

１

A4

ｼﾞﾄﾞｳ

１:ﾀﾃ

１:ｵﾌ

１:ﾁｮｳﾍﾝﾄｼﾞ

２:６００dpi

０

１１

１０.００

１２.００

６０

０:CR

１:ｵﾌ

　

■ プリンター機能（一般用）
本機で印刷される場合、ご使用のパソコンのアプリケーションソフトにて印刷設定を行いますので、通常設
定する必要は、ほとんどありません。もし、本機で設定しても、ご使用のアプリケーションソフトで設定さ
れた内容が優先されます。もし、設定が必要となった場合は、パソコン関連知識のある方にご相談のうえ、設
定し、印刷後は、設定前の状態に戻しておかれることをお勧めします。

No. 設定モード 設定内容  初期設定値 （デフォルト値）

 * No. 08～13の設定は、オプションのPDLユニット（DA-PC188）装着時のみ表示され、
有効となります。

お知らせ 
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２:ﾓｼﾞ/ｼｬｼﾝ

４:JBIG

２:ﾁｲｻｲ

１:TIFF/JPEG

００ ｽｷｬﾅｰ ｷﾉｳ ｾｯﾃｲ 設定されたスキャナー機能一覧を印刷したいとき。

０１ ｶﾞｼﾂ 読み取りモードの初期値を変更したいとき。
１:ﾓｼ（゙文字中心の原稿）、２:ﾓｼﾞ/ｼｬｼﾝ（文字・写真/イメージ混在
の原稿）、３:ｼｬｼﾝ（写真/イメージ中心の原稿）
・カラー読み取り時は、「２：ﾓｼﾞ/ｼｬｼﾝ」の設定のみ有効です。

０２ ｱｯｼｭｸ ｹｲｼｷ 読み取った原稿イメージデータの圧縮方式の初期値を変更し
たいとき。
１:MH、２:MR、３:MMR、４:JBIG

０３ ｶｲｿﾞｳﾄﾞ 読み取り解像度の初期値を変更したいとき。
１:ﾌﾂｳ（読み取りモードが「ﾓｼﾞ」のみ）、２:ﾁｲｻｲ、３:ｻｲﾐﾂ（モノクロ
時）

０５ ｿｳｼﾝ ﾌｧｲﾙ ﾀｲﾌﾟ イメージデータのファイル形式を選びたいとき。
１:TIFF/JPEG、２:PDF（モノクロ時TIFF、カラー時JPEG）

００ ﾌﾟﾘﾝﾀｰ ｷﾉｳ ｾｯﾃｲ 設定されたプリンター機能一覧を印刷したいとき。

０１ ｶﾝﾘｮｳ ｼﾞｶﾝ パソコンから印刷ジョブ終端検出の受信待制限時間を変更し
たいとき。
１～９９９ﾋﾞｮｳ

０２ ﾒﾓﾘｰﾌｿｸｼﾞｱｯｼｭｸ メモリーフル時に、印刷品質は落ちるが、とりあえず印刷させ
たいとき、LOSSY形式で圧縮処理し、印刷させるかどうかを
指定する。
１:ｵﾌ、２:ｵﾝ

０３ ｴﾗｰﾍﾟｰｼﾞｲﾝｻﾂ １:ｵﾌ、２:ｵﾝ

０５ ﾃｷｽﾄ ｲﾝｻﾂ 文字情報のみ印刷を指定したいとき。
１:ｵﾌ、２:ｵﾝ

０７ ﾌｫﾝﾄﾘｽﾄﾌﾟﾘﾝﾄ,PCL １:ﾁｭｳｼ、２:ｶｲｼ *

１８０ﾋﾞｮｳ

１:ｵﾌ

１:ｵﾌ

２:ｵﾝ

１:ﾁｭｳｼ

■ プリンター機能（キーオペレーター専用）
本機で印刷される場合、ご使用のパソコンのアプリケーションソフトにて印刷設定を行いますので、通常設
定する必要は、ほとんどありません。
もし、本機で設定しても、ご使用のアプリケーションソフトで設定された内容が優先されます。
もし、設定が必要となった場合は、パソコン関連知識のある方にご相談のうえ、設定し、印刷後は、設定前
の状態に戻しておかれることをお勧めします。

●設定するときは、プリンター機能（一般用）の「１９ ｷｰｵﾍﾟﾚｰﾀｰ ｾﾝﾖｳ」にて、キーオペレーター専用のパスワー
ドを入力したときのみ、各モードが表示され設定可能となります。

No. 設定モード 設定内容  初期設定値 （デフォルト値）

■スキャナー機能（スキャナーパラメーター）

No. 設定モード 設定内容  初期設定値 （デフォルト値）

 * No. 07の設定は、オプションのPDLユニット（DA-PC188）装着時のみ表示され、有効
となります。

お知らせ 
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紙ガイドB 紙ガイドA

または

または

給紙カセット 給紙カセット 

設定のしかた（例）

■給紙カセットの用紙サイズを変更したいとき
給紙カセットの用紙サイズは、A4、B5、A5他のサイズに設定することができます。
設定するときは、キーオペレーター専用のパスワードが必要です。

１: ｷｮｳﾂｳｷﾉｳｾｯﾃｲ

ｷﾉｳ ｾｯﾃｲ ﾓｰﾄﾞ    (1-2)
ﾊﾞﾝｺﾞｳ ｦ ｲﾚﾙ ﾏﾀﾊ ∨ ^

０１ ﾖｳｼｻｲｽﾞ

ｷｰｵﾍﾟﾚｰﾀｰｾﾝﾖｳ (00-31)
ﾊﾞﾝｺﾞｳｦ ｲﾚﾙ  ﾏﾀﾊ ∨ ^

01 ﾖｳｼｻｲｽﾞ
1:ｶｾｯﾄ -１[A4  ]

紙ガイドA/Bを手順9で
指定したサイズに調整する

1 2 3

7 8

13 14 15

「０、１」と
入力する
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０９ ｷｰｵﾍﾟﾚｰﾀｰｾﾝﾖｳ

ｷｮｳﾂｳ ｷﾉｳ ｾｯﾃｲ    (0-9)
ﾊﾞﾝｺﾞｳｦ ｲﾚﾙ  ﾏﾀﾊ ∨ ^

09 ｷｰｵﾍﾟﾚｰﾀｰ ｾﾝﾖｳ
    

または

　3桁
(  14ページ)

ｶｾｯﾄ -１
A4            ^ ∨

ﾖｳｼﾉ ｼｭﾙｲ=ﾌﾂｳｼ
1:ﾌﾂｳｼ 2:OHP

１:ﾌﾂｳｼ
２:OHP

1:ｷｮｳﾂｳ ｷﾉｳ ｾｯﾃｲ
ｾｯﾄ ﾃﾞ ｾﾝﾀｸ

A4 

B5 

A5 

LEGAL

LETTER

カセット1でA4/
LETTERを選択した
ときのみ

オプションの給紙カセット2
を装着したときは、カセット
２（ｶｾｯﾄ-２）のサイズ設定と
なります。
必要に応じ「セット」キーを
押し、手順9と10を行う。

「9」のみを入力する。

A5はカセット１
（ｶｾｯﾄ-１）のみ。

4 5 6

7

13

1211109

ファンクション
設定モードを解
除する
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または

■部門カウンター管理機能を設定したいとき
部門毎の暗証番号（ユーザーコード）の登録・管理や部門毎のコピー枚数の管理ができます。（最大50部門）
本機能の設定には、キーオペレーター専用の暗証番号入力が必要です。
部門カウンターをご使用になるときは、別途サービス設定が必要です。サービス実施会社へご依頼ください。

設定のしかた（例）

１: ｷｮｳﾂｳｷﾉｳｾｯﾃｲ

ｷﾉｳ ｾｯﾃｲ ﾓｰﾄﾞ (1-2)
ﾊﾞﾝｺﾞｳ ｦ ｲﾚﾙ ﾏﾀﾊ ∨ ^

１３ ﾌﾞﾓﾝｶｳﾝﾀｰ ﾓｰﾄﾞ

ｷｰｵﾍﾟﾚｰﾀｰｾﾝﾖｳ (00-31)
ﾊﾞﾝｺﾞｳｦ ｲﾚﾙ  ﾏﾀﾊ ∨ ^

または

13 ﾌﾞﾓﾝ ｶｳﾝﾀｰ ﾓｰﾄﾞ
 1:ﾄｰﾀﾙ ｶｳﾝﾀｰ

■ ネットワークの設定をしたいとき
本機をネットワークに接続するときは、下記の手順でネットワークの
アドレス等を設定します。
「２２ DHCP機能」の設定が「２:ｱﾘ」の場合は、設定の必要がありませ
ん。ネットワークのアドレス詳細は、部門のネットワーク管理者にご
相談ください。本機能の設定には、キーオペレーター専用のパスワー
ドが必要です。

19 TCP/IP ｱﾄﾞﾚｽ

TCP/IP ｱﾄﾞﾚｽを入力する
例: 192.168.1.100
“ . ”を入力するときは“　 ” を押す

1 → 9 → 2 →  → 1 → 6 → 8 →
→ 1 →  → 1 → 0 → 0

19 TCP/IP ｱﾄﾞﾚｽ
192.168.1.100

ﾌﾞﾓﾝﾍﾞﾂ ｶｳﾝﾀｰ
01: 123145

部門カウント値

カウント値
を"０"にする

ｱﾝｼｮｳ ﾊﾞﾝｺﾞｳ
01: 12345678

暗証番号
(1～8桁)

ｻｲﾀﾞｲ ﾌﾞｽｳ
01: 12345678

部門制限値

部門毎の
制限枚数
(8桁)

上記手順1～6を
設定する

ネットワーク設定については、事前の
予備知識が必要です。手順上で出てく
る表示の意味が分からない方は、ネッ
トワーク管理者へ設定をお願いしてく
ださい。ネットワーク管理者がおられ
ないときは、サービス実施会社へご依
頼ください。

1

7

11

2

8

3

5

1

「１、３」と
入力する

２：ﾌﾞﾓﾝﾍﾞﾂ ｶｳﾝﾀｰ
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０９ ｷｰｵﾍﾟﾚｰﾀｰｾﾝﾖｳ

ｷｮｳﾂｳ ｷﾉｳ ｾｯﾃｲ (0-9)
ﾊﾞﾝｺﾞｳｦ ｲﾚﾙ  ﾏﾀﾊ ∨ ^

09 ｷｰｵﾍﾟﾚｰﾀｰ ｾﾝﾖｳ
     

ﾕｰｻﾞｰﾍﾞﾂ ｶﾝﾘ(1-50)
ﾊﾞﾝｺﾞｳ ｦ ｲﾚﾙ ﾏﾀﾊ ∨ ^

部門番号を
入力 (01-50)

ﾌﾞﾓﾝﾍﾞﾂ ｶｳﾝﾀｰ
01: 123450 ｻｲﾀﾞｲ ﾌﾞｽｳ

01: 123456 ｱﾝｼｮｳ ﾊﾞﾝｺﾞｳ
01: 0123

または

3桁
(  14ページ)

セット
セット

または

ﾌﾞﾓﾝﾍﾞﾂ ｶｳﾝﾀｰ
02:123500 ｻｲﾀﾞｲ ﾌﾞｽｳ

02:125000 ｱﾝｼｮｳ ﾊﾞﾝｺﾞｳ
02:45678

セット
セット

次の部門

セット

“１９ TCP/IP ｱﾄﾞﾚｽ”
を選択

ｷｰｵﾍﾟﾚｰﾀｰｾﾝﾖｳ (00-31)
ﾊﾞﾝｺﾞｳｦ ｲﾚﾙ  ﾏﾀﾊ ∨ ^

サブネットマスクを手
順5と同じ方法で入力
する

本機左側の電源ス
イッチを「OFF」
「ON」する

(  15ページ)

または

20 TCP/IP ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ

ゲートウェイアドレス
を手順5と同じ方法で
入力する

21 TCP/IP G/W ｱﾄﾞﾚｽ

22 DHCP ｷﾉｳ
2:ｱﾘ

１:ﾅｼ (4回押す)

「9」のみを入力する。

4

9

12

10

5 6

11

7

2

6

3

7 8

4

9

5

「２、２」と
入力する

２２ DHCP キノウ
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基本モード基本モード
操作早見表

■ 基本操作

コピー面を上向き 

A B C
コピー面を下向き
●原稿ガイドに正しく合わせ
セットする。

●原稿を原稿台ガラスの左側に
合わせセットする。

●A6より小さい原稿はA6の枠
内にセットする。

●原稿ガイドにピッタリとすきま
がないよう原稿をセットする。

〈原稿台ガラス〉
原稿ガイド

はがき 

用紙をセットする

（  20ページ）

本体左側の
電源スイッチ
を「ON」する

原稿ガイド
原稿ガイドを
原稿幅に正し
く合わせます。

ADF原稿台
最大50枚／A4

排紙トレイ 

排紙トレイを止
まるまで引き出
す。

お知らせ ●自動原稿送り装置（ADF）使用時のお願い

〈自動原稿送り装置：ADF〉

●次の特殊な原稿は使用できません。原稿台ガラスよりコピーしてください。
はがき用紙、画用紙、OHP フイルム、半紙、ラベル用紙、厚紙・薄紙、アート紙、
フィルム、感熱紙、和紙など

●また、次のような原稿は使用しないでください。
破れ、大きな穴やとじ穴（コンピュータ用紙）のある原稿、大きくカールしたり折
れのある原稿

A B C

A

B

上限表示（B） 

上限ガイド（A） 

●オートクリアタイムについて
コントロールパネルでコピー動作を設定中に中断し放置すると、一定時間経過後（初期設
定：1分間）、設定されていた内容が解除されます。解除されるまでの時間は、ファンク
ション設定モードで変更可能です。（  32ページ）

原稿枚数は、上限表示／上限ガイドまで
・A4サイズで50枚（75g/m2）

1 2
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コピー機能を選択する
（ 44～53ページ）

コピーサイズの用紙が
カセットに無いとき
・手差しトレイを使用
する

　(  20ページ）

コピー部数
(最大： 999)原稿サイズを選ぶ

A4   -›A4    [A4   1]
ｽﾞｰﾑ:100%    ｺﾋﾟｰ:001

■OHPフィルムやはがき、厚紙など、特殊紙にコピーしたいとき

コピー開始前 コピー中

背カバー 引っ張らない 

①背カバーを開ける。
②排紙されたコピーを受ける。
③コピー終了後、背カバーを閉じる。

●うすい用紙にコピーするときは、背カ
バーを開けないでください。紙づまり
の原因となることがあります。

お  願  い 

お知らせ ●メモリーフルについて
原稿読み取り中に本機の内蔵メモリーがいっぱいになると、「ﾒﾓﾘｰﾖｳﾘｮｳｵｰﾊﾞｰﾂﾂﾞｹﾏｽｶ?
１:ﾊｲ ２:ｲｲｴ」とメッセージが表示され、原稿の読み取りが中断されます。メッセージにし
たがい操作してください。
「１:ﾊｲ」を選択したとき： メモリーフル表示が出た、1枚前までの読み取りを完了した

原稿までコピーされます。
「２:ｲｲｴ」を選択したとき： 読み取ったすべての原稿のイメージが消去され、コピー動作

が中止されます。
（両面原稿を両面コピーモードでコピー中のときは、メモリーフル状態のままにしておく
と、読み取ったすべての原稿イメージが消去されます。）
内蔵メモリー容量の増設をご希望のときは、お買い上げの販売店にご相談ください。

●コピー部数設定について
最大コピー部数の設定は、最大999までですが、4～8桁まで入力することができる場
合がありますが、この表示はコピー部数の表示ではありません。このときは、メッセージ
ディスプレイが電話番号入力表示となり、ファクス機能に切り替わります。

●コピー部数制限について
ファンクション設定モードの部門カウンター管理で部門制限値が設定されているときは、
設定された制限値を超えた時点で、コピー部数の設定ができない場合があります。このと
きは、キーオペレーターにご相談ください。

3 4 5
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基本モード

 A4

 B5

 A5

 A5

 ﾊｶﾞｷ(*)　

②

①

 A4

 B5

 A5

 A5

 ﾊｶﾞｷ(*)　

1
2

3

1
2

3

1
2

3

A B C

■原稿サイズと同じサイズでコピーしたいとき

100% または

■複数部コピーを自動丁合いしたいとき

ソート／ノンソートの初期設定は、ファ
ンクション設定モードで変更可能です。
（  34ページ）
初期設定は下記の通りです。
ADFからコピー時： ソート
原稿台ガラスからコピー時：ノンソート

ソート
複数部コピーが自動丁合い。

ノンソート
コピーをそのまま排紙。

50% 200%

■固定または任意倍率でコピーしたいとき

A5

A4

固定倍率（例：拡大コピー）

任意倍率
50～200％の範囲で1％単位で
倍率設定可能です。

お知らせ 

A B C

または

②

①

1 2

1 2

 *「ﾊｶﾞｷ」は、
原稿台ガラスのみ

（原稿台ガラス）

 *「ﾊｶﾞｷ」は、
原稿台ガラスのみ

（原稿台ガラス）
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基本モード

お知らせ 

任意倍率でコピー

コピー部数
(最大： 999)

「こく」・「うすく」キーで
コピー濃度を調整する

原稿種類を選ぶ
写真： 写真中心の原稿
文字／写真：文字／写真混在の原稿
文字： 文字中心の原稿

「こく」キー

「うすく」キー
原稿台ガラスからコピー時
ソートモードを選択する場合には、 P34を
参照して設定ください。
ソートモードを選択し、複数部コピーしたとき
は、下記の手順でコピーを継続してください。

１: ﾊｲ 他の原稿を手順1と4-②で読み取
ります。

２: ｲｲｴ コピーを開始します。

ﾂｷﾞﾉ ｹﾞﾝｺｳｶﾞ ｱﾘﾏｽｶ?
1:ﾊｲ  2:ｲｲｴ

コピー部数
(最大： 999)

 A4 : A4R

 B5 : B5R

 A5 : A5R

 ﾊｶﾞｷ : はがき

固定倍率でコピー

最大200％（1％単位）
最小50％（1％単位）
・押し続けると10%
単位で変わります。

3 4

3 4

（はがきは、手差し
トレイのみ）

コピーサイズの用紙がカセットに無いとき
・手差しトレイを使用する
（  20ページ）

お知らせ 

コピーサイズの用紙がカセットに無いとき
・手差しトレイを使用する
（  20ページ）
A4サイズをはがきサイズにコピーしたと
きは、A4原稿の縁の約15mm程度はコ
ピーされないことがあります。
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便利な機能

 A4

 B5

 A5

 A5
②

①

 A4

 B5

 A5

 A5

 ﾊｶﾞｷ(*)　

②

①

片面原稿を両面でコピーしたいとき
■ 1     2

便利な機能

2　  2 コピー　
両面原稿を両面でコピーしたいとき

原稿台ガラスのみ
手順6～9を行う

次の原稿

ﾂｷﾞﾉ ｹﾞﾝｺｳｶﾞ ｱﾘﾏｽｶ?
1:ﾊｲ  2:ｲｲｴ

１: ﾊｲ
    次の手順に進む

■2　  2 、 2　  1

2　  1 コピー　
両面原稿を片面でコピーしたいとき

奇数ページのみを
表にしてセットする

上記手順1でセットし、読み取りが
終わり、排紙された状態のまま（反転
された状態）で原稿をセットする。

偶数ページ

次の原稿（偶数ページ）を表にしてセットする
ｹﾞﾝｺｳﾉ ﾑｷﾊ ｿﾉﾏﾏﾆｼﾃ
ADFﾆ ｹﾞﾝｺｳｦ ｾｯﾄ

・「２:ｲｲｴ」を選ぶと読み取られた
原稿が片面コピーされます。

Nイン1コピー（ 48ページ）と
組合わせて使用可能です。

●手差しトレイからの両面
コピーはできません。

●手差しトレイからの両面コピー
はできません。

●両面原稿のコピーは、片面ずつ
読み取りさせてコピーしてくだ
さい。

●原稿読み取り中にメモリーフル
表示になった状態で放置すると、
読み取られた原稿イメージは消
去されます。

お知らせ 

A B C
D E F

お知らせ 

A B C
1

3
5

A B C

長辺とじ 
原稿 

1
3
5

ABC

短辺とじ 
原稿 

2
4

6

長辺とじ 
原稿 

6
4
2

短辺とじ 
原稿 

2
4

6

1
3

5
A B C

手順 

反転された状態 

ページ No.

1

1 2

76

1 2

6

 *「ﾊｶﾞｷ」は、
原稿台ガラスのみ

または

1
2

3
A B C

1
2
3

ABC

（原稿台ガラス）
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便利な機能

109

本モードを
解除する

両面モード
を選ぶ

コピー部数
(最大： 999)

コピーのとじ位置
を選ぶ1　　2 コピー：

片面原稿から両面コピー

~

原稿台ガラ
スからコ
ピー時のみ

両面モード
を選ぶ

コピー部数
(最大： 999)

5

原稿のとじ位置
を選ぶ
2      1 コピーのみ2　  2 コピー：

両面原稿から両面コピー
2　  1 コピー：
両面原稿から片面コピー

何らかの原因で読み取られた両面のページ
数が、最初に読み込まれた表面（奇数ペー
ジ）と次に読み込まれた裏側（偶数ページ）
で一致しなかったときは、コピーが開始さ
れず、エラー表示されます。また、読み込ま
れたイメージも消去されます。
この場合は、再度、手順1 と5-①～7で
表面と裏面を全て読み込ませてください。

ｹｲｿﾞｸ ｼﾏｽ
ｽﾀｰﾄｷｰｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ

ADFﾆ ｹﾞﾝｺｳｦｾｯﾄｼﾃｸﾀﾞｻｲ

本モードを
解除する

ソートモードを選択し、複数部コ
ピーをしたときは、下記の手順で
コピーを継続してください。

7

ﾂｷﾞﾉ ｹﾞﾝｺｳｶﾞ ｱﾘﾏｽｶ?
1:ﾊｲ  2:ｲｲｴ

１: ﾊｲ 次の原稿を原稿台ガ
ラスに置き5-②～8
で読み取ります。

２: ｲｲｴ コピーを開始します。

長辺とじ 

短辺とじ 

長辺とじ 

短辺とじ 

お知らせ 

3 4 5

6 9

8

3 4

6

8 9
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便利な機能

 A4

 B5

 A5

 A5

 ﾊｶﾞｷ(*)　

②

①

ソートモード（ 49ページ　　
　　　 ）を選択し、複数部コピー
をしたときは、下記の手順でコ
ピーを継続してください。

モード 原稿 

A5のみ 2イン1

A5のみ 

レイアウト 

1 2

1 2 2 1

1 2

1

1

1

2

2

2

2 1

1 2 2 1

1

A B C 1
ABC

お知らせ 

１: ﾊｲ 次の原稿を原稿台ガ
ラスに置き5-③～9
で読み取ります。

２: ｲｲｴ 2 部目以後のコピー
を開始します。

■N イン 1
2枚／4枚の片面原稿を1枚の
片面にコピーしたいとき
●1　  2コピーと組合わせて
使用することが可能です。

3
4

1 2

43

1
2

●2 イン 1 コピー

●4 イン 1 コピー

5

A B C

または

●原稿内容の向き（縦（タテ）／
横（ヨコ））が正しく設定され
ていないと、下図（Nイン1コ
ピーイメージ一覧）の様に、
ページ順に整列したコピーが
できません。そのときは、ファ
ンクション設定モードで正し
い原稿内容の向きに設定して
ください。（ 34ページ）

縦（タテ） 横（ヨコ）

10

手順6～10は、原稿台
ガラスからコピー時のみ
ﾂｷﾞﾉ ｹﾞﾝｺｳｶﾞ ｱﾘﾏｽｶ?
1:ﾊｲ  2:ｲｲｴ

１: ﾊｲ
　次の手順に進む

ﾂｷﾞﾉ ｹﾞﾝｺｳｶﾞ ｱﾘﾏｽｶ?
1:ﾊｲ  2:ｲｲｴ

・「２:ｲｲｴ」を選んだ
ときは、読み取ら
れた原稿のみが
コピーされます。

Nイン1コピーイメージ一覧

6

1 2

 *「ﾊｶﾞｷ」は、
原稿台ガラスのみ

（原稿台ガラス）

コピー部数
(最大： 999)

お知らせ 
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便利な機能

D E F

モード 原稿 

A5のみ 4イン1

A5のみ 

レイアウト 

1
2

3
4

1
3

2
4

2
1

4
3

3
1

4
2

1
2

3
4

1
3

2
4

2
1

4
3

3
1

4
2

1 2

1

1

1

2

2

3

3

4

4

2

3

3

4

4
1 2
3 4

1 3
2 4

2 1
4 3

3 1
4 2

1:2ｲﾝ1?
ｾｯﾄ ﾃﾞ ｾﾝﾀｸ

2:4ｲﾝ1?
ｾｯﾄ ﾃﾞ ｾﾝﾀｸ

または

2イン1

11

8 9

10

7

次の原稿

ｹｲｿﾞｸ ｼﾏｽ
ｽﾀｰﾄｷｰ ｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ ﾂｷﾞﾉ ｹﾞﾝｺｳｶﾞ ｱﾘﾏｽｶ?

1:ﾊｲ  2:ｲｲｴ

4 イン1コピーのみ

本モードを
解除する

または

4イン1

4
N ｲﾝ 1       (1-2)
ﾊﾞﾝｺﾞｳ ｦ ｲﾚﾙ ﾏﾀﾊ ∨ ̂

2 イン 1

または
4 イン 1

3

5

お知らせ 

●ガラス面からのコピーでの出荷設定
は「ﾉﾝｿｰﾄ」です。

●ファンクション設定モードのコピー
機能（一般用）「１１：FBｺﾋﾟｰｼｱｹﾞﾃﾞﾌｫ
ﾙﾄ」で「ｿｰﾄ」に変更できます。

１: ﾊｲ 原稿の3枚目、4枚目
があるときは「ハイ」
を選び、手順7、8へ
進みます。

２: ｲｲｴ コピーを開始します。
２ ｲﾝ １の場合と４ ｲﾝ １で
4枚目の原稿で「スタート」
を押すと、コピーを開始し
て手順10または11へ進み
ます。
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便利な機能

お知らせ 

お知らせ 

1 2

■スカイショットモード
分厚い本などをADFを開けてコピーしたいとき 1

ADF開放

●原稿台ガラス上が周囲の光の影響を受けると、原稿位置を誤検知するこ
とがありますのでご注意ください。

●黒い外縁（白い縁がない）がある原稿は、黒い部分を正しくコピーされ
ない（白く抜ける）ことがあります。このような場合にはADFを閉じ
てコピーするか、スカイショットモードを「１:ｵﾌ」にしてください。
（ 34ページ）

■ダブルスカイショット
両面の小さな原稿（A5サイズ以下）を片面ずつ
読み取り、片面1枚に並べてコピーしたいとき

●原稿台ガラス上が周囲の光の影響を受けると、原稿位置を誤検知するこ
とがありますのでご注意ください。

●黒い外縁（白い縁がない）がある原稿は、黒い部分を正しくコピーされ
ない（白く抜ける）ことがあります。このような場合にはADFを閉じ
てコピーしてください。

原稿の表面を
セットする
（最大：A5）

原稿の裏面を
セットする

ADFを開けたままコピーしてもコピーの周囲が黒く汚れないスカイショッ
トモード機能がご使用になれます。

ファンクション設定モードの初期設定は、スカイショットモード「１:ｵﾌ」で
す。ご使用のときは「２:ｵﾝ」にしてください。（ 34ページ）

6 7

A
B

C

D
E

F

原稿の裏面 原稿の表面 

ABC

A
B
C

D
E
F

原稿の表面 原稿の裏面 

A
B
C

原稿サイズ:
最大A5サイズ
A5ﾀﾃの例

コピーサイズ: A4

A5ﾖｺの例
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便利な機能

 A4

 B5

 A5

 A5

 ﾊｶﾞｷ　

②

①

6

3 5

コピー部数
(最大： 999)

32

本モードを
解除する

コピー部数
(最大：999)

ﾂｷﾞﾉ ｹﾞﾝｺｳｶﾞ ｱﾘﾏｽｶ?
1:ﾊｲ  2:ｲｲｴ

ソートモードを選択し、複数部コ
ピーをしたときは、下記の手順で
コピーを継続してください。

ﾂｷﾞﾉ ｹﾞﾝｺｳｶﾞ ｱﾘﾏｽｶ?
1:ﾊｲ  2:ｲｲｴ

１: ﾊｲ
　次の手順へ進む

・「２:ｲｲｴ」を選んだ
ときは、読み取った
原稿の表面のみが
コピーされます。

8 9

１: ﾊｲ 次の原稿を手順1 と
4-②～7で読み取り
ます。

２: ｲｲｴ コピーを開始します。

4

A5　
またはA5
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便利な機能

設定したコピーモードを本機に記憶させておきたいとき（1種類、M1）
●記憶させたコピーモードは電源スイッチを「OFF」にしても消えずに保存されます。
●新たにモードを設定すると、新しいモードが前のモードに上書きされ記憶されます。

ジョブの記憶のさせかた

■ジョブメモリー

1 32記憶させる
コピーモー
ドを設定す
る。

記憶ジョブを呼び出しコピーする

1 32

コピー部数
(最大： 999)

A B C

または

(原稿台ガラス)

お知らせ 

●Ｍ１キーを押しても原稿サイズが
表示されない時は、原稿サイズを
設定ください。
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便利な機能

■ADFに原稿を置いた時のコピー動作組合わせ表

後の 
機能設定 

最初の 
機能設定 

1
  
  
 2 

2
  
  
 1

2
  
  
 2

N
イ
ン
1

ズ
ー
ム
 

1      2

2      1

2    2 

Nイン1

ソート 

ズーム 

: 組合わせて使用できる。 
: 組合わせて使用できない。 
: 後から指定した機能が優先される。 A
: 設定できない、及び同一機能の組合わせ。 

■原稿台ガラスに原稿を置いた時のコピー動作組合わせ表

後の 
機能設定 

最初の 
機能設定 

1
  
  
 2 

N
イ
ン
1

ズ
ー
ム
 

1      2

Nイン1

ソート 

ズーム 

ダブルスカイショット 

: 組合わせて使用できる。 
: 組合わせて使用できない。 
: 後から指定した機能が優先される。 
: 設定できない、及び同一機能の組合わせ。 

A

ス
カ
イ
シ
ョ
ッ
ト
 

ダ
ブ
ル
ス
カ
イ
シ
ョ
ッ
ト
 

スカイショット 

・スカイショット・ダブルスカイショット機能を用いる場合は、原稿台ガラスに原稿を置いてコピーして
ください。

・2→1コピー・2→2コピーご使用時は、ADFに原稿を置いてコピーしてください。
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ネットワークスキャナー編ネットワークスキャナー編

■ 本機に表示させるパソコン名を登録する

ネットワークスキャナーを設定したいとき

添付のCD 内のPanason ic -DMS をインストールし、
Panasonicコミュニケーション・ユーティリティを起動して
ネットワークスキャナーの設定を行うことにより、本機に表
示させるパソコン名を登録することができます。

●アドレスは60宛先まで登録できます。
●ネットワーク環境の原因としては、サブネットマスクグ
ループが、ご使用のパソコンと本機とで異なることが考え
られます。サブネットマスクグループについては、ネット
ワーク管理者へお問い合わせください。

お知らせ 

■ 本機で登録内容を確認する
上記で登録してご使用のパソコン名を本機で確認します。

●ネットワーク環境が原因で、本機でパソコン名の確認がで
きないときは、本機のコントロールパネルでパソコン名を
直接登録してください。（  58ページ）
本機に登録されたパソコン名を確認するときは、登録した
パソコンでPanasonic コミュニケーションユーティリ
ティが起動されていることを確認してください。Windows
画面の右下にアイコン（上記手順1参照）が表示されてい
ます。

お知らせ 

1

①Panasonicコミュニケーショ
ンユーティリティのアイコン
を右クリックする。

②「ネットワークスキャナー設定
（S）」を選ぶ。

1

①

②
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ネットワークスキャナー編

お知らせ 

文字入力のしかた 
カナモード入力のときは、ローマ字入力となります。 
下記の入力例を参考に入力してください。 
例：エイギョウ 
＜キーボード操作＞ - - - - - - ＜ディスプレイ上の表示＞ 
「E」を押す。 - - - - - - - - - - - - - - - - - ｴ 
　　▼ 
「I」を押す。 - - - - - - - - - - - - - - - - - - ｴ  ｲ  
　　▼ 
「G」 、 「I」を押す。- - - - - - - - - - - - - ｴｲｷﾞ 
　　▼ 
「X」 、 「Y」 、 「O」を押す。- - - - - - - - ｴｲｷﾞｮ 
小さい文字のときは、最初に「X」キーを押す。 
　　▼ 
「U」を押す。 - - - - - - - - - - - - - - - - - ｴｲｷﾞｮｳ  

シフト（文字切替）（　） 

カナ A（英大文字） a（英小文字） 

(06)ｴｲｷﾞｮｳ_３
10.74.252.66(05)ｴｲｷﾞｮｳ_２
10.74.252.66

ｱﾄﾞﾚｽ ﾁｮｳ　　　　　　<ｶﾅ
ｴ_

上記手順2で
登録した宛先名
称の最初の数文
字を入力する。

(01)ｴｲｷﾞｮｳ
10.74.252.66

①宛先名称(半角のみ(J))にパソコ
ン名を入力する。
特殊文字は入力できません。詳
細は、添付CD内のPanasonic-
DMS 取扱説明書を参照してく
ださい。

②「OK」をクリックする。

32

①Panasonic コミュニケーション
ユーティリティのアイコンを右ク
リックする。

②｢スキャナー受信通知（N）」を
選ぶ。

③「ポップアップ表示（P）」を選ぶ。

32

ｱﾄﾞﾚｽ ﾁｮｳ　　　　　　<ｶﾅ
_

キーで登録した
パソコン名を確
認する。

③
③

①

②

 または 

③
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詳細は、添付CD内の
Document Management
Systemの取扱説明書を参照
してください。

■読み取りとパソコンへのイメージデータ転送
添付のCD内のPanasonic-DMSをインストール
し、Panasonicコミュニケーションユーティリ
ティを起動して、ネットワークスキャナーの設定
をしておくことで、本機で読み取ったイメージを
ネットワーク経由でご使用のパソコンに転送し、
取り込むことができます。

ローカル接続
本機とご使用のパソコンをネットワークを経由せ
ずに、直接LANケーブルで接続して使用すること
が可能です。（ 64ページ）
●LANケーブルは、クロスタイプを使用します。
●ネットワークの設定をします。
（本機およびご使用のパソコン）

A B C

または

イメージを取り込みたいとき

1 2

原稿サイズ
 A4 

 B5 

 A5 

 A5 

読み取り濃度を調整する
（カラー読み取り時）

（左側：モノクロ / 右側：カラー読み取り時）
細密 : 600 x 600 dpi/300 x 300 dpi
小さい : 300×300 dpi/150 x 150 dpi

「細密」「小さい」のいずれも選択してい
ないとき
普通* : 150 x 150 dpi/75 x 75 dpi
（*読み取りモードで文字を選んだとき
のみ、選択できます。）

カラー（ランプ点灯時）

モノクロ（ランプ消灯時）

読み取りモード・解像
度を選ぶ

ﾉｳﾄﾞ ｷﾘｶｴ 　　　　　　NO.=
1:ｺﾝﾄﾗｽﾄ 2:ﾉｳﾄﾞ

読み取り
モードを
設定する

読み取り濃度を調整する
（モノクロ読み取り時）

①「うすく」または「こ
く」キーを押す。

②「１」か「２」を選ぶ。
③「こく」「うすく」キー
で調整し、「セット」
キーを押す。

パソコンを指定
し、イメージを
読み取る

パソコンに
ポップアップ表示

パソコンに
読み取りイメージ
表示

ランプ

ファイル名、圧縮形式やグレースケールを設定したいとき
（  60ページ）

読み取りモードを選ぶ
写真： 写真中心の原稿
文字／写真：文字／写真混在の原稿
文字： 文字中心の原稿
（カラー読み取り時は、文字/写真の
みです。）

（原稿台ガラス）

白黒写真等の中間調（ハーフ
トーン）原稿をモノクロで読み
取るときセレクトモードのグ
レースケールを「オン」にする
ことでより鮮明に読み取ること
ができます。
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[06]ｴｲｷﾞｮｳ_３
10.74.252.66[05]ｴｲｷﾞｮｳ_２
10.74.252.66

短縮

ﾀﾝｼｭｸ [_  ]
ﾀﾝｼｭｸNO. ｦ ｲﾚﾃｸﾀﾞｻｲ

[01]ｴｲｷﾞｮｳ
10.74.252.66

短縮番号（2桁）

アドレス帳

ｱﾄﾞﾚｽ ﾁｮｳ　　　　　　<ｶﾅ
_

ｱﾄﾞﾚｽ ﾁｮｳ　　　　　　<ｶﾅ
ｴ_

最初の数文字
を入力する
（ 55ページ、　　　　）

ワンタッチ

<10> ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ
10.74.252.63

[01]ｴｲｷﾞｮｳ
10.74.252.66

4 5

次の原稿

２:ｲｲｴ
「１:ﾊｲ」を選択したときは、
手順5、6を行う

ﾌﾞﾝｼｮ ﾖﾐｺﾐ ﾁｭｳ
ﾍﾟｰｼﾞ=001       01% １: ﾊｲ　

２:ｲｲｴ
「２:ｲｲｴ」を選択した
ときは、手順8に進む

ﾂｷﾞ ﾉ ｹﾞﾝｺｳｶﾞ ｱﾘﾏｽｶ?
1:ﾊｲ  2:ｲｲｴ

●パソコン名が表示され
ないときは、ご使用の
パソコンで
Panasonicコミュニ
ケーションユーティリ
ティが起動しているか
確認してください。

ﾂｷﾞ ﾉ ｹﾞﾝｺｳｶﾞ ｱﾘﾏｽｶ?
1:ﾊｲ  2:ｲｲｴ

ｽﾀｰﾄ ｦ ｵｼﾃｸﾀﾞｻｲ
A4 

データ転送先のパソコンを選択する*
* イメージを送るパソコンのPanasonicコミュニケーションユーティリティが起動していることを確認してください。

原稿台ガラスから読み取り時のみ

3-1 3-2

③
③

パソコンにイメージ
データが転送されま
す。

お知らせ 

3-1 3-2 3-3

4

4

3-33-23-1

4

6 7 8

6

原稿台ガラスから読み取り時のみ
左記手順で「1:ﾊｲ」選択時

ADFから読み取り時は、
パソコンにイメージデー
タが転送されます。

お知らせ 

 または 
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または

■パソコンから本機にパソコン名の登録ができないとき
ネットワーク上の制限（サブネットマスクグループが本機とパソコンで異なる）等で、ご使用のパソコンより本機
にパソコン名の登録ができないときは、本機のコントロールパネル上でご使用のパソコン名を登録してください。

アドレス帳

2004-07-01 04:28
ﾖﾐｺﾐ ﾃﾞｷﾏｽ

ﾌｧﾝｸｼｮﾝ ｾﾝﾀｸ      (1-2)
ﾊﾞﾝｺﾞｳ ｦ ｲﾚﾙ     ﾏﾀﾊ ∨ ̂

１: ﾄｳﾛｸ ﾓｰﾄﾞ?

ワンタッチのとき

ワンタッチキー*
例：[S１３]

IP ｱﾄﾞﾚｽ        <13>

0-9, 
例： 10.74.252.66
1 → 0 →  → 7 → 4 →  → 2
→ 5 → 2 →  → 6 → 6

●「 . 」を入力するときは「　」を押す。
●入力したIPアドレスを訂正するとき
は、カーソル（　）を訂正したい数字
の上に移動させ、新しい数字を入力
してください。

1:ﾜﾝﾀｯﾁ ﾄｳﾛｸ
2:ﾀﾝｼｭｸ ﾄｳﾛｸ

■本機に登録されたパソコン情報を変更・削除したいとき

上記手順1～8を行う。 IP ｱﾄﾞﾚｽ           <13>
10.74.252.66

入力したIPアドレスを訂正する
ときは、カーソル（　）を訂正し
たい数字の上に移動させ、新し
い数字を入力してください。

変更したいとき

IP ｱﾄﾞﾚｽ           <13>
10.74.252.66

削除したいとき

ﾜﾝﾀｯﾁ<  >
ﾜﾝﾀｯﾁﾎﾞﾀﾝ     ﾏﾀﾊ ∨ ̂

ﾀﾝｼｭｸ [_ ]
ﾊﾞﾝｺﾞｳ ｦ ｲﾚﾙ     ﾏﾀﾊ ∨ ̂

短縮のとき

短縮番号（2桁）

* 選択したワンタッチキーが、ファ
クス／Eメールの宛先として、既
に登録済みのときは、そのキーを
押してもピピピ音が鳴り、「ｳｹﾂｹ
ﾃﾞｷﾏｾﾝ」と表示します。

ワンタッチ 短縮

または

お知らせ 

1 2 3

7 8 9

1 2

2
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1:ﾄｳﾛｸ ﾓｰﾄﾞ?
ｾｯﾄ ﾃﾞ ｾﾝﾀｸ

1:ｱﾄﾞﾚｽ ﾁｮｳ ?
ｾｯﾄ ﾃﾞ ｾﾝﾀｸ

ｱﾃｻｷ ﾒｲｼｮｳ        <13>  < ｶﾅ
ｴｲｷﾞｮｳ

パソコン名を
入力する
（ 55ページ、　　　　）

（最大：15半角文字）

ｱｲﾃｻｷ : PC
1:PC 2:FTP

ｱﾃｻｷ ﾒｲｼｮｳ        <13>  < ｶﾅ
ｴｲｷﾞｮｳ 01

新しいパソコン名を入力する
（ 55ページ、　　　　）

（最大：15半角文字）

ｱｲﾃｻｷ : PC
1:PC 2:FTP

１：PCを選択する

FTP: ネットワーク管理者に
お問い合わせください。

IP ｱﾄﾞﾚｽ         <13>
_

ﾄｳﾛｸ ﾓｰﾄﾞ        (1-2)
ﾊﾞﾝｺﾞｳ ｦ ｲﾚﾙ     ﾏﾀﾊ ∨ ̂

ﾎﾟｰﾄ  ﾊﾞﾝｺﾞｳ
6509

ﾎﾟｰﾄ ﾊﾞﾝｺﾞｳ
6509

入力した文字を訂正するときは、訂正する文字の
後ろ側にカーソル（　）を移動し、「クリアー」キー
を押してから新しい文字を入力する。

続けて他のパソコンを登録
するときは、セットを押し
た後に手順8～12-①を繰
り返す。

１:PCを選択する

FTP: ネットワーク管理者に
お問い合わせください。

4 5

10 11 12

6

7

3

3

4 5

お知らせ 

お知らせ 
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■スキャナーパラメーター

2004-07-01 04:28
ﾖﾐｺﾐ ﾃﾞｷﾏｽ

ﾌｧﾝｸｼｮﾝ ｾﾝﾀｸ      (1-2)
ﾊﾞﾝｺﾞｳ ｦ ｲﾚﾙ     ﾏﾀﾊ ∨ ̂

または

１: ﾄｳﾛｸ ﾓｰﾄﾞ?

ファンクション設定モードを設定
してください（ 37ページ）
●スキャナー機能設定一覧の印刷、
画質、圧縮形式、解像度や送信
ファイル形式の設定が行えます。

ｽｷｬﾅｰ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ  (0-5)
ﾊﾞﾝｺﾞｳｦ ｲﾚﾙ  ﾏﾀﾊ ∨ ̂

または

読み取り・転送データ形式などを設定したいとき

2:ｱｯｼｭｸ ｹｲｼｷ?
ｾｯﾄ ﾃﾞ ｾﾝﾀｸ

圧縮形式を指定したいとき

ｱｯｼｭｸ ｹｲｼｷ  :     JBIG
3:MMR  4:JBIG

: MH

: MR

: MMR

: JBIG

1:ﾌｧｲﾙﾒｲ
ｾｯﾄ ﾃﾞ ｾﾝﾀｸ

ファイル名を付けたいとき

ﾌｧｲﾙﾀｲﾌﾟ=TIFF/JPEG
1:TIFF/JPEG 2:PDF

または

ﾌｧｲﾙ  ﾒｲ=ﾆﾁｼﾞ
1:ﾆﾁｼﾞ 2:ﾍﾝｼｭｳ

または

■セレクトモード
ファイル名や圧縮形式、グレースケールを一時的に指定したいとき

ﾌｧﾝｸｼｮﾝ ｾﾝﾀｸ      (1-2)
ﾊﾞﾝｺﾞｳ ｦ ｲﾚﾙ     ﾏﾀﾊ ∨ ̂

または

２: ｾﾚｸﾄﾓｰﾄﾞ?

2004-07-01 04:28
ﾖﾐｺﾐ ﾃﾞｷﾏｽ

:TIFF/JPEG

:PDF

1

7

2 3

1 2 3

6 7 8

6 7

または または

8
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1:ﾄｳﾛｸ ﾓｰﾄﾞ ?
ｾｯﾄ ﾃﾞ ｾﾝﾀｸ

ﾄｳﾛｸ ﾓｰﾄﾞ        (1-2)
ﾊﾞﾝｺﾞｳ ｦ ｲﾚﾙ     ﾏﾀﾊ ∨ ̂

2:ｽｷｬﾅｰ ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ ?
ｾｯﾄ ﾃﾞ ｾﾝﾀｸ

3:ｸﾞﾚｰ ｽｹｰﾙ ?
ｾｯﾄ ﾃﾞ ｾﾝﾀｸ

グレースケールで読み取りたいとき

ｸﾞﾚｰ ｽｹｰﾙ=ｵﾌ
1:ｵﾌ 2:ｵﾝ

ﾌｧｲﾙﾒｲ
ﾅﾏｴ ﾆｭｳﾘｮｸ

（ﾍﾝｼｭｳ選択時）

2:ｾﾚｸﾄ ﾓｰﾄﾞ ?
ｾｯﾄ ﾃﾞ ｾﾝﾀｸ

ｾﾚｸﾄ ﾓｰﾄﾞ        (1-3)
ﾊﾞﾝｺﾞｳ ｦ ｲﾚﾙ     ﾏﾀﾊ ∨ ̂

または

または

：ファイル名

：圧縮形式

：グレースケール*

入力した文字を訂正するときは、訂正する文字の
後ろ側にカーソル（　）を移動し、「クリアー」キー
を押してから新しい文字を入力する。

4 5 6

7

4 5

6

6 7

または

* グレースケール　“オン”
写真原稿をモノクロで読み取りたいときに
は、グレースケールをオンにしてください。

①白黒写真等の中間調（ハーフトーン）原稿
をモノクロで読み取るときセレクトモー
ドのグレースケールを「オン」にすること
でより鮮明に読み取ることができます。

②カラー写真文字や線画の原稿
のときは、本モードを「オフ」
で使用してください。

または

「２」と
入力する
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読み取ったイメージを他のプリンターで印刷したいとき

■リモートコピー

ﾘﾓｰﾄ ｺﾋﾟｰ
ｺﾋﾟｰ ﾌﾞｽｳ= 

読み取ったイメージをネットワーク内のPCに接続されている他
のプリンターで印刷することが可能です。（PC：パソコン）
本機能をご使用になるときは、プリンターが接続されているPC
を登録しておく必要があります。また、そのPCにPanasonic-
DMSがインストールされ、Panasonic コミニュケーション
ユーティリティの設定を事前にしておく必要があります。
詳細は、添付CD内のDocument Management Systemの
取扱説明書を参照ください。

ネットワーク 

カラー原稿の例： 

例： 
カラープリンター 

カラーで 
印刷 

プリンター*

A B C

または

コピー部数
(1-99)

 * 印刷するプリンターはPC にインストールされた
「Panasonic-DMSソフトウェア」内のRemote
Copy Configuration画面上で設定されたプリン
ターです。

お知らせ 

1

5

（原稿台ガラス）
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ｿｳｼﾝｻｷ ｦ ｾﾝﾀｸｼﾃｸﾀﾞｻｲ
A4

プリンターが接続され
ているPCを選択する。
（  57ページ)

PCに接続されたプリンターで
印刷されます。
・印刷するプリンターはPCに
インストールされた
「Panasonic-DMSソフト
ウェア」内のRemote Copy
Configuration画面上で設定
されたプリンターです。

2

6

3

7

4

5

8

＜原稿台ガラスからのみ＞
ﾂｷﾞ ﾉ ｹﾞﾝｺｳｶﾞ ｱﾘﾏｽｶ?
1:ﾊｲ  2:ｲｲｴ

１：ﾊｲ
まだ読み込む原稿があるとき

次の原稿をセットし、スタート
キーを押す。

２：ｲｲｴ
読み込む原稿がないとき

読み取られたイメージが選択さ
れたPCに転送されます。

自動的にカラーモード
に設定されます。
（  お知らせ ）

１．カラーモードに設定されると、カラー
ランプが点灯します。

２．カラーランプ点灯中に、カラーキーを
押すとカラーランプが消灯しモノクロ
モードに設定されます。

お知らせ 

 A4 

 B5 

 A5 

 A5 
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■ローカル接続

本機とパソコンの電源ス
イッチを「OFF」にする。

本機とパソコンをLANケーブル（クロスタイプ）で
直接継ぐ。

LANケーブル * 
（クロスタイプ） 

パソコン 

（本機背面） （パソコン背面）

本機とパソコンの電源
スイッチを「OFF｣、
「ON」する。

パソコン名を本機に
登録する。
（ 58ページ）

原稿を読み取り、パソコン
へ転送する。
（ 56ページ）

ストレートタイプのLAN ケーブルは、使用できません。
LANケーブルについての詳細は、ネットワーク管理者にお問い合
わせください。
すでに、いずれかの社内ネットワークに接続されているときは、
現在のネットワークの設定状況を事前に記録してください。不具
合が発生した時に、元のネットワーク設定に戻せるようにしてく
ださい。
ネットワーク設定については、事前の予備知識が必要です。右記
の手順で出てくる表示の意味が分からない方は、ネットワーク管
理者へ設定を依頼してください。ネットワーク管理者がおられな
いときは、サービス実施会社へご依頼ください。

LINK
10/100BASE-TXRX

HANDSET

TEL

LINELANケーブル * 
（クロスタイプ） 

本機 

ネットワークを経由しないで直接パソコンに取り込みたいとき

お知らせ 

1 2

5 6 7
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本機とパソコンの電源ス
イッチを「ON」にする。

本機とパソコンにネットワークアドレスを入力する。
●IPアドレスとサブネットマスクのみ。
IP: 192.168.0.1（本機）

192.168.0.2（パソコン）
サブネットマスク: 255.255.255.0

（本機とパソコンは同一アドレス）
●ネットワークアドレスの入力方法：
本機： 40ページ
パソコン： 下記参照

詳細は、各Windowsの取扱説明書を参照してください。

Windows 2000

9

1

5
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「ﾏｲﾈｯﾄﾜｰｸ」を右クリッ
クし、「ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ(R)」を
選ぶ。

2「ﾛｰｶﾙｴﾘｱ接続」を右ク
リックし、「ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ(R)」
を選ぶ。

3「ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾌﾟﾛｺﾄﾙ（TCP/
IP）」を選ぶ。

「ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ(R)」をク
リックする。

「OK」をクリックす
る。

4

7

5 「次のIPｱﾄﾞﾚｽを使う(S)」を
選択し、IPｱﾄﾞﾚｽ(P)、ｻﾌﾞ
ﾈｯﾄﾏｽｸ(U)を入力する。

「OK」をクリックする。6

Windows XP

1「ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾟﾈﾙ」を開く。

クラシック表示に切り
替える。

3

3「ﾈｯﾄﾜｰｸ接続」を選ぶ。

4

4「ﾛｰｶﾙｴﾘｱ接続」を右クリッ
クし、「ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ(R)」を選ぶ。

5「ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾌﾟﾛｺﾄﾙ（TCP/IP）」
を選ぶ。

「ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ(R)」を選ぶ。

「閉じる」をクリックする。

6

7 「次の IPｱﾄﾞﾚｽを使う(S)」
を選択し、IPｱﾄﾞﾚｽ
(P)、ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ(U)を
入力する。

8

7

5

9 「OK」をクリック
する。

4
3

2

2

5
6

8

3 4

5

「OK」が「閉じる」に替わります。
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その他

形　式 卓上型

原稿台方式 固定

複写原稿 シート・ブック （最大A4)

複写方式 レーザー電子写真方式

定着方式 ヒートローラー定着方式

現像方式 乾式1成分現像方式

解像度 600 dpi

操作表示方式 液晶ディスプレイ

複写サイズ A4、B5、A5、はがき

画像欠け幅 5.0 mm以内

ウォームアップタイム 約18秒（20℃）（電源投入時/シャットダウン時）

ファーストコピータイム 約10秒
（A4　  、給紙カセット１よりコピー時）

連続複写速度 約18枚／分（A4　  ）

複写倍率 等倍： １：１
拡大： 1.41，1.15
縮小： 0.87，0.71
ズーム：50%～200 % （1%単位）

給紙方式 給紙カセット（250枚）＋手差しトレイ（1枚）（はがきは手差しトレイのみ）
（オプション）
増設給紙ユニット（550枚ｘ1段）

用紙厚 給紙カセット：60 g/m2 - 105 g/m2 ／ 75 g/m2 - 90 g/m2

     （両面コピー時）
（手差しトレイ：60 g/m2 - 165 g/m2）

連続複写枚数 最大999枚

電　源 AC 100 V、50/60 Hz

消費電力 最大900 W
節電モード、スリープモード、
シャットダウンモード時の消費電力量（ 14ページ）

寸法（幅ｘ奥行ｘ高さ） 462 mm×506 mm×523 mm

質　量 約22 kg

■UF-9000（本体部）

その他
仕　様

原稿セット枚数 最大50枚/A4、B5、A5　75 g/m2

原稿サイズ A4/B5/A5

原稿紙厚 55 g/m2 - 105 g/m2

電　源 本体より供給

■自動原稿送り装置（ADF）
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その他

仕　様

●製品改良のため、記載事項が一部変更になることがありますのでご了承ください。

■ネットワークスキャナー

読み取り方法 CCDイメージセンサー

読み取り速度 白黒： 約2.9秒（A4）
（転送速度は含まず） カラー：約12秒（A4）

解像度　　（白黒） 普通* 150×150 dpi、小さい 300×300 dpi、細密 600×600 dpi

　　　　　（カラー） 普通* 75×75 dpi、小さい 150×150 dpi、細密 300×300 dpi

　　　　　（プラテン） 210 mm×297 mm

　　　　　（ADF） 210 mm×297 mm

両面読み取り 無し

読み取りモード 文字、文字／写真、写真（カラー読み取り時は、文字/写真のみ）

読み取り階調 白黒2値、256階調グレースケール、カラー（24ビットカラー）

圧縮形式 白黒　　　　　　　　　： MH、MR、MMR、JBIG
グレースケール、カラー： JPEG

ファイル形式 白黒　　　　　　　　　： マルチページTIFF、PDF
グレースケール、カラー： JPEG、PDF

宛先指示 PC、FTP、プリンターのいずれか1宛先のみ

ポップアップダイアログ表示 有り

プロトコル LPR、TCP/IP

対応OS Windows 98 / Me / NT 4.0 / 2000 / XP / 2003 Server

最大読み
取り領域

■増設給紙ユニット（DA-DS188）（オプション）

用紙サイズ A4 / B5

用紙厚 60 g/m2 - 105 g/m2 ／ 75 g/m2 - 90 g/m2（両面コピー時）

電源 本体より供給

寸法（幅ｘ奥行ｘ高さ） 450 mm×383 mm×140 mm

質　量 約5 kg

* 読み取りモードが「文字」のときのみ、ﾌﾂｳ（普通）を選択できます。
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アフターサービスについて
1.保証書（別に添付してあります）

保証書は必ず「お買い上げ日・販売店名」などの記入をお確かめのうえ、販売店から受け取っていただき、
内容をよくお読みの後大切に保管してください。

　保証期間－お買い上げ日から本体１年間

2.修理を依頼されるとき

 28ページの「異常と思われるとき」に従って調べていただき、直らないときには必ず電源プラグを
抜き、お買い上げの販売店または、サービス実施会社に修理をご依頼ください。

■保証期間中は

保証書の規定に従ってお買い上げの販売店またはサービス実施会社が出張修理させていただきます。
お買い上げの販売店またはサービス実施会社にご依頼にならない場合には、保証書表面に記載されていま
す電話先へお問い合わせください。

■保証期間がすぎているときは

お買い上げの販売店または、サービス実施会社へご依頼ください。
修理すれば使用できる製品については、ご希望により有料で修理をさせていただきます。
販売店またはサービス実施会社にご依頼にならない場合には、保証書表面に記載されています電話先へお
問い合わせください。

3.補修用性能部品の最低保有期間

本機の補修用性能部品（機能を維持するために必要な部品）は、製造打ち切り後、5年間保有しております。

4.アフターサービスなどについて、おわかりにならないとき

お買い上げの販売店・サービス実施会社または保証書表面に記載されています電話先へお問い合わせくだ
さい。

連絡していただきたい内容
●ご住所・ご氏名・電話番号
●製品名・品番・お買い上げ日
●故障または異常の内容（できるだけ詳しく）
●訪問ご希望日
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品　　　　　　　名 品　番 内　　　　　　　容

増設給紙ユニット DA-DS188 給紙カセット2（550枚）

メモリーボード（16 MB） DA-SM16B 電子ソート用

メモリーボード（64 MB） DA-SM64B 電子ソート用

メモリーボード（128 MB） DA-SM28B 電子ソート用

メモリーカード（2 MB） UE-410046-AZ G3 通信用ページメモリー

メモリーカード（4 MB） UE-410047-AZ G3通信用ページメモリー

メモリーカード（8 MB） UE-410048-AZ G3通信用ページメモリー

機能拡張ユニット DA-EM600 PDLユニット用

ハンドセット UE-403146 －

済スタンプ UG-4105-2 －

PDLユニット DA-PC188 プリンターコントローラーPCL6用 *

品　　　　　　　名 品　番 内　　　　　　　容

プロセスカートリッジ DE-3360 オールインワンカートリッジ

電池 CR2032 ボタン電池

■オプション

（詳細は、お買い上げの販売店にお問い合わせください。）

 * PCL6は、HP（米国ヒューレットパッ
カード社）のページプリンター言語です。

お知らせ ●各オプションおよび組合わせについての詳細は、お買い上げの販売店または、サービス実
施会社へお問い合わせください。

■用紙
良好なコピーをおとりいただくため、できるだけ当社の推薦紙をご使用ください。（詳細は、お買い上げの販
売店にお問い合わせください。）

■ 消耗品



お 買い上げ日  

便利メモ（おぼえのため、記入されると便利です） 

　　　　年　　　　月　　　　日 

( ) -

( ) -

 品番 UF-9000

サ  ー ビ ス  
実 施  会 社  名  

販  売 店 名  

PJQMC0045YA

Ko0704-6037 (01)
〒１５３－８６８７ 東京都目黒区下目黒２－３－８　電話（０３）３４９１－９１９１ 

オフィスネットワークカンパニー 

©　2005 Panasonic Communications Co., Ltd. All Rights Reserved.
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